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件であった。
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同年十一月一日の夜「！‐養蚕地帯の秩父農民数千名が、白い鉢巻、白いたすき姿で、竹槍、槍、長刀などをたずさえ、秩父盆地ｉＩ下吉田村・
（庇。』｝
椋神社の境内に集結した。農民軍は、自由党左派の総理・田代栄肋らの指導の，ロとに、借金の年賦償却、村費や地租の軽減をもとめて蜂起したの
む
くであるが、高利賃や悪徳商人の家をつぎつぎと襲ったのち、大宮郷（現・秩父市）に乱入し、警察署、裁判所、郡役所を占領した。そして郡役所
明治十四年（一八八一）ごろから、松方大蔵卿の緊縮政策により『アラレが高進し、農産物価が下落し、中小企業の倒産が相ついだ、各地におい
て農民暴動が続発した。農民は借金苦から、負債の減免延納をもとめ、各地に借金党、国民党などを組織し、高利賃、役所、警察署などを鰻っ
た噴
か
ぱ
さ
ん
ち
屯
ぷ
五月には群馬事件（自由党員が蜂起）、九月には加波山事件（自由党員が蜂起）が起った。が、何といってもこの年最大の激化事件は、秩父事
に〃革命本部〃の表札をかかげた》
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十一月一一一日、鎮圧のために軍隊が出動し、やがて暴動は壊滅し、五名が死刑、四千名余が有罪の判決をうけだ
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有賀は『族制進化論』を書きあらわすにあたって主に参考にしたのは、スペンサーの「社会学原理』であ一つたが、スペンサーの著述は、立論の
順序が正しくなく、前後分離して一体系を成していない箇所かあったり、日本や中国の族制について論している所は、物足りない感じかしたとい
う
そ
の
た
め
自
分
ひ
と
り
の
見
解
に
も
と
づ
い
て
稿
を
起
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
語
っ
て
い
る
有賀の『社会進化論』〈巻之一）の「橡匠一にみられる摘要によると、ｉ「
「族制とは社会中の一大事にして、すべて社会編制の進化に対し親しき関係あれば、宗教の次に論せざるを得ず」とある
この一巻において、有賀が述べようとしたことは、異族相幡と同族相楯の原因と結果、男女間の離婚、一妻ｚ一夫、一夫一妻などの習慣の起源、
そ
の
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その幼児の養育上におよぼす影響、さらにこのような習慣か、
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書名『族制進化論』に見られる、”族制〃とは、家族や氏族や部族など、血縁関係をもとにして結合する制度〈しくみ）をいう’
同書の「目録し（月次）をみると、大きく分けて一一一部構成となっていることかわかる第一部は族制発生篇、第二部は族制発達篇、第一二部は族
こ
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有賀優雄著『族制進化論』')扉．
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」
一社会進化論』（巻之二と『宗教進化論一一巻之一一〉を前年（明治十六年｝の秋に
公行したが、この年の六月『族制進化論』（巻之一一一〉か出版曇（一れ左有賀は当初、
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巻頭に翻訳王の異名をもつ森田恩軒二八六一～九七）が》
生。名筆理査烈者。米国彬渉文尼州費列特比府人也」とある』
この年、スペンサーの著述がいくつも翻訳刊行されている．たとえば、浜野定四郎・渡辺治共訳『政法哲学』（前編、石川半次郎出版）、松本清
箒，西村玄道共訳「万物進化要論』〈民徳館発見）、山口松五郎訳『哲学原理』（上下二巻、加藤正七発行）などがそれである』
一一巻は十一月、第三巻は明治十九年（一八八六〉七月にそれぞれ刊行きれている》
巻頭に翻訳王の異名をもつ森田恩軒二八六一～九七）が漢文で書いたヘンリー・チャールズ・ケァリーの小伝「圭列先生伝」があり、「圭列先
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て
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原著者および原書名は、国の旨・臣Ｏ盲『一の、ｎ日ミヅ」〕（）ロミ切冨胃恩》］窓」である。これは一二巻本から成る抄訳本である属『第一巻はこの年の七月、第
へ・グⅡｚ０Ｉ・ケヤ１０レーへ
⑪虫．・イ殉ザル》ヘニト．とう〒几フヒヤ
訳者の犬養は、原題い【）巨量の【曽冒扇（社会科学、社会学の意）を、あえて〃経済学〃と訳したと「凡例」の中で述べている』
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ドイツ人メッケル少佐が来日し、陸軍大学教官に就任、四月、清国と天津条約をむすぶ．十一月、自由民権運動のゆきづまりを打解する
旧自由党左派の大井巖太郎、景山英子らは、朝鮮の独立党を助けて革命をおこし、その余勢を駆って日本国内の改革を計画したが、発覚
寸・なん
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一一一月、帝国大学令を公布、四月、小学校令、中学校令、師範学校令を公布。六月、甲府の雨宮製糸場の女工らは、取締りの苛酷、賃金引下げに
抗議してストライキを起した》これは日本におけるストライキの先駆である七月、東京電灯会社の開業。
十月、イギリス汽船ノルトマン号が紀州沖で沈没し、イギリス人乗組員は脱出したが、日本人乗客は全員溺死した）
サー、ミル、ベンタムなどに言及。
井上円了著『哲学要領』（前編篭
日本における社会学文献（おもに箸訳書）や社会学と幾分関連ある文献が、盛んに刊行されたのは、明治二十年以降のことである。テーヌ（一
八一一八～九一一一、フランスの批評家、文学史家）によると、社会の特性を構成するものは、人種・環境・時代の一一一要素なのである。
文献もまた社会や時代の反影であり、それらを如実に写す鏡であると考えられる』学者、主義者、文筆家らはなぜ、社会学的文献の筆をとった
のか。なぜかれらは執筆の衝動にかられたのか』その理由は人によって異なるが、かれらの多くは人として、目の前の社会問題１１社会のひずみ、
矛盾、不正、悪、貧困ｉｉｉから目をそらすことができなかったからであろう。
ゆえにかれらは活眼をひらき、社会のあるべき姿、道理、真理を見きわめようとしたのである”
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スペンサー箸、乗竹孝太郎訳『社会学之原理』〈第一巻、経済雑誌社）￥
第一次伊藤内閣が成立。
と争う低”ん
「社会改良と耶蘇教との関係」〈丸善書店発見）、中江篤介著『理学鈎玄』（巻之一二、集成社発覚）。この中で中江は、コント、スペン
（のちの中央大学）
（前編第十段近世哲学第二組織、四聖堂蔵版）に、コント、ミル、スペンサーなどの学説についての紹介がある、
の創立。＊ 
(4)１９７ 
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わたしはこれまで年号や事項、社会学的文献などを、各←
よそ十年単位で、各時代の特徴をおおづかみで表わし、そく
多少ふれ、さいごに社会学界の動向などに言及してみたい。
明
治
二
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、
外
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井
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主
喜
す
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条
維
莚
憲法私案を法制局長井上馨に提出した。の』
天皇主権（天皇絶対主義）の草案が成った》
同年十月、大同団結運動（自由民権》
拒否する土佐の片岡健吉は投獄された》
明治一一十一一年（一八八九）一一月十一日、大日本帝｛国憲法が宮城の正殿において発布された（『東京日々』２．血付）。『大阪朝日新聞』はその全文
一幻。〉
を電報で入手し、号外として速報した、中江兆民は憲法の全文を一読すると、あざわらっただけで投げ捨てた。九月、大阪の天満紡績会社の職工
らは、賃上げを要求してストライキに一人つだ。十月、文部省は教員や学生の政治演説を禁止した》
黒田首相が辞職し、代わって山県有朋が組閣した』東京仏学校と東京法学校が合併し、和仏法律学校（のちの法政大学）と改称した」この年、
明治一一十一年二八八八）四固
めた欽定憲法の成立につとめた》
明治二十一一年（一八八九）一一［
黒田首相が辞職し、代わって山泪
関西学院、明治女学校が開設した》
明治一一十三年（一八九（Ｕ）一月、富山で米騒動がおこり、これが引き金となって、のちに各地で同様なさわぎが頻発した》十月、教育勅語が発
布された、元老院が廃止された》この年、国学院、日本法律学校（のちの日本大学）が創設された》
明治一一十四年（一八九一）五月、山県内閣が総辞職し、代わって松方内閣が成立した。ロシア皇太子が大津を通過するとき、巡査津田一一一蔵に蘂
明治一一十年（一八八七）から同一一一十年〈一八九七）まで．
この年、明治学院、哲学館〈のちの東洋大学）が開設きれた’
渕冶二十一年（一八八八）四月、枢密院が設置され、伊藤博．
外相井上馨の主導する条約改正が行詰り、会議の無期延期を各国公使に通告した〉内閣顧問のドイツ法学者ロェスレルが、独文の
局長井上馨に提出した。のち伊藤首相を中心に憲法草案の検討が秘密裡に進められ、国民にいちどもその草案をしめすことなく、
（自由民権派の反政府統一運動）がおこったが、保安条例により、五七○名の民権家が、皇居外三里の地に追放された。
ぶ
ざ
っ
各年ごとに記してきたが、いまから多少蕪雑に書きつらねることになるか肌Ｕ知れぬが、お
その時間的区分の中で、どのような社会学的文献が生まれたか、その主なるものの内容に
伊藤博文は首相を黒田清隆にゆずり、みずからは枢密院議長となり、君主の命によって定
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第一一次松方内閣の成立。この年、労働争議が相ついで起った．
戦争の開始。九月、黄海海戦において、日本の連合艦隊は、清国の北洋艦隊に大損害をあたえた》十月、旅順口を占領。
明治一一十八年〈一八九五）三月、下関で講和会議がひらかれ、のち下関条約〈日清講和条約）に調印》四月、一一一国干渉おこる、五月、台湾の島
民が独立を宣言し、十二月、北部の島民が蜂起した’
明治一一一十年（一八九七〉三月、足尾銅山の鉱毒被害民約八○Ｃ名が、請願運動をはじめ、徒歩で上京しようとし、途中で警官にはばまれたが、
代表六五名は農商務大臣榎本武場と会うことができた。足尾鉱毒事件は、いよいよ政治問題化した》
労働者の階級意識が高まり、組合の結成や労働演説会がふえ、一方、北陸や東北で農民騒擾が激増した、
この年、京都帝国大学が創設された。
明治二十年代に公刊された目ぼしい社会学関係の諸文献を一覧表にすると、つぎのようになる』
＊ ロバノラ協定により、朝鮮を共同保護下に置くことになった。七月、日清通商航海条約に調印’九月、
｜ 
皀蠅蠅匡侘但恒巨ＥＥＥ」一一一一一一一一一」一」」一一曰曰曰」啓一
ウォード箸【動的社会学』の扉。
［早稲田大学中央図書館蔵］
われた（大津事件）》十二月、代議士田中正造は足尾鉱毒問題に関して、質問書
を衆議院に提出し、政府に対策を迫った⑳
明治二十五年（一八九二）七月、松方内閣が総辞職し、代わって第二次伊藤内
閣が発足した。この年、土佐の植木枝盛が亡くなった》享年一一一十六歳・
明治二十六年〈一八九一一一）六月、ケーベルが東京帝国大学の哲学科教師に就任々
九月、富岡製糸場を一一一丼に払下げた。
明治一一十七年二八九四）｜月、大阪天満紡績工場でストライキがおこった〉
七
月
、
日
本
は
治
外
法
権
の
撤
廃
に
成
功
し
之
日
英
通
商
航
海
条
約
に
調
印
》
八
月
、
日
清
6〉１９５
社会学勵伝来考
文学士辰巳小一一郎著総辮女権沿革史完』哲学書院
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『社会改良論全繧一江藤書店
農学士菊池熊太郎著述『男女心理之区別』大阪積善館刊行
文学士一一一宅雄｜一郎講述『社会学一』〈Ｆ・甸・乏鱈ニニミミ計曹（三急一一）の翻訳発行人石塚徳治郎
一一一木愛花仙史戯著暴纈社会仮粧舞』共隆社
下瀬文蔵著
『渡世之目的』印刷者貝島初太郎
文学士有賀長雄編述『国家学』発行者牧野善兵衛
加藤弘之の講演論説『政襲を以て任ずる者（当局者政談家等ヲ総称Ｚは社会学を修めざる可らす」
『東京学士全院雑誌』第二編之一一所収
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文学博士加藤弘之講述「社会学一班」『哲学館講義録第四期第一年級』所収未見
穂
積
陳
重
著
『隠居論』哲学書院
顯
理
惹
兒
君
著
『社会問題前編』〈国の三『の①・侭角誓（ミ尋ご言『）の翻訳自由社
江
口
三
省
君
訳
英
国
ウ
ヰ
ル
リ
ア
ム
・
〈ｌパット・ドーソン氏著『国家社会制』哲学書院
日
本
光
吉
元
次
郎
訳
自
由
社
編
纂
松
原
岩
五
郎
著
渋
江
保
著
驫誕自由党運動史』自由社
『最暗黒の東京』民友社
『
通
俗
教
育
全
書
第
八
九
編
社
会
学
全
』
博
文
館
明明明明明明明明ＩＤ］明
治治摘治治治治摘摘拾
２５２４２４２４２３２３２２２２２２２２ 
□ＣＤ●●●●●●● 
４１２５３１０２？１２８２ 
？１ 
同Ｉ］
２４ 
９ 
明明明
治拾拾
2７２６２６ 
１１]３ 
明
治
弱
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１９４（７） 
辰巳小次郎が著した『灘女権沿革史完』（明治別・８）は、「前篇西洋の部』において、ギリシャ・ローマの時代や中世ヨーロッパの女権の
うつりかわりを述べ「後篇日本の部」では、上古、公卿、武家、明治の各時代の女権の沿革を記している．著者は「古今内外の女風〈女性の
｝Ｌ｛ゾユニ
マ・）
風習の意か？Ｉ引用者）を比照（較）今日の女子をして跣蹉（つまづき）の預防に注意きれんと欲す宴リョ是れ拙作ある所以なり」という
ように、述べているが、これは女性が守らねばならぬ風儀について訓戒をたれたものである》
末魚八百吉の『日本情交之変遷全』（明治別．、）は、表題といい、本の中味といい、奇妙な書物である〉〃情交〃とは、親しい交際、または
男女の色情（色欲）の交わりの意である。いま著者の言説に従い、各時代の情交の変遷の特徴を概説すれば、つぎのようになる』
中世王朝より源平の時代は、自由情交の時期であったという》詩歌などを作って風流をたのしむ男女は、歌詩を情交の器具にした、また白拍子
〈歌舞をまう遊女）という者がおり、彼女らは族制を破壊し、情交の規模をひろめたという”
応仁の乱から豊臣氏の末路まで、女子は勝者のために強奪され、あるいは敵国に人質として嫁したり、夜盗や盗賊らによってつれ去られ、あげ
くの果てに色里に売りとばされたりした’さらに山野や民間の権力者は、強談、強力をもって良民の妻女をうばった）
け
い
し
江戸時代から維新前までの女性は、継嗣をあげうる道具にすぎなかったが、いまようやく女子の権利を認めるようになり、女性は相続人や証人
にもなれる。日本人は開化し、その情交の状態は進化、改進、発達したという一
渋
江
保
著
撒遜ドクトル、エンヂル箸
日本
呉文聡
辰
巳
小
次
郎
講
義
垣
田
純
朗
著
辰
巳
小
次
郎
講
義
桜井吉松箸
金
井
廷
講
義
辰
巳
小
次
郎
講
義
金
井
廷
講
義
鞆
通
俗
教
育
全
書
第
九
一
編
哲
学
大
意
全
』
博
文
館
『統計学之神髄一名社会状態学』忠愛社
「社会学」『専修学校理財科講義録』第二一号所収
『
平
民
叢
書
哲
学
変
遷
史
』
民
友
社
「社会学」『専修学校理財科講義録』第一一一三号所収
愚澪日本之社会』敬業社
「社会問題」『専修学校理財科講義録』所収
『社会学・社会政策汎論』合本一冊》専修学校講義録』所収
明明明明明明明明
治治治治治治治拾
2８２７２７２７２７２７２７２７ 
５？４４３２２２ 
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（８）１９３ 
社会学伝来考
ｉ ワロⅦ画く園圓旧恢畿沖ご縄 雲魎 芝割圃■ロ
呉文聴訳【統計之神髄」 辰巳小二郎箸鷲宅雄二郎講述
末兼八百吉著Ｙ社濤会学一・A‘
『日本情交之愛遷
｜早稲田大学中央図書館蔵］
『騨全上 女権沿革史完」
岩田徳義の『社会改良論全』（明治Ⅲ．ｌ）は、キリスト教をもって、人類の罪悪社会を改
良し、黄金社会を築くことを説いた書である》
菊
池
熊
太
郎
の
『
男
女
心
理
之
区
別
』
は
、
こ
ん
に
ち
の
文
明
国
に
お
け
る
男
女
の
優
劣
論
、
男
女
同
権
論
、
男尊女卑の風習を生むにいたった原因などを、スペンサーそ
の他の
論著を引き
ながら
記したも
綱領（目次）によると、コントやスペンサーの哲学、社会の諸現象を貫通する原理、活動的
の
社
会
学
、
社
会
勢
力
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
一
一一一木愛花仙史戯の『縮醐社会化粧舞』〈明治Ⅲ．Ⅲ）は、とりとめもない話を集めたものであ
と
北
む
れ
る」著者によると、日本には〃百物語〃と呼べる戯がある一一室にローソクをたく塁（一人と、もし、
人
々
あ
つ
ま
っ
て
互
い
に
怪
談
な
ど
を
し
て
た
の
し
む
の
で
あ
る
一
著
者
は
そ
れ
を
範
に
し
て
、
た
と
え
ば
中
立
主
義
、
民
権
主
義
、
日
本
外
交
や
、
日
本
の
演
説
者
の
模
様
な
ど
を
、
テ
ー
マ
別
に
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
、
ル
ソ
ー
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
、
キ
ゾ
ー
、
ス
ペ
ン
サ
ー
な
ど
の
名も引孟〒あいに出云予肛ている一
一９べ
下
瀬
文
蔵
の
『
渡
世
之
目
的
』
（
明
治
別
・
皿
〉
は
、
人
間
か
こ
の
社
会
の
中
で
生
活
し
て
ゆ
く
た
め
の
術
に
一一一宅雄一一即講述『社会学一」（明治Ⅲ・３）は、ウォ１ドのｃ｝ミヘミミ必ＫＳＳ胴一一〈三宅はこ
れ
を
〃
活
動
社
会
学
〃
と
訳
し
て
い
る
）
を
縮
訳
し
た
も
の
で
あ
る
、
原
書
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ッ
プ
ル
ト
ン社から一八八三年に刊行されたものであり、それを用いたという〈「凡例」）、
三宅によると、読者がこの訳書をよむのは、社会学の要義〈大切ないみ、要約した内容〉、
人
類
と
万
象
と
の
関
係
、
世
態
人
情
の
変
遷
な
ど
に
つ
い
て
知
る
た
め
で
あ
っ
た
り
、
一
般
大
衆
の
福
祉
を
図
る
た
め
て
あ
ろ
う
が
、
何
よ
り
も
自
己
の
見
識
（
判
断
力
に
も
と
づ
く
考
え
、
意
見
）
を
形
づ
く
る
一
助
と
し
←Ｉ暴冗
》
一
言
、
の《全釣る．
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
192（９ 
□９ 
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1. 
0 
有賀長雄の『国家学』（明治型・’）は、ョ１ロッバ留学中の手稿にもとづき、帰国後、東京専門学校でおこなった講義に手を加えて成ったもの
で
あ
る
〉
こ
れ
は
四
六
二
頁
も
あ
る
大
著
で
あ
る
、
編
述
す
る
に
当
っ
て
は
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
、
シ
ュ
タ
ィ
ン
、
ダ
ナ
ィ
ス
ト
、
グ
ン
ブ
ロ
ヴ
ィ
ッ
シ
、
ロ
エ
ン
ネ
ル
な
どの著述を参考にしたといい、けっして刀家ノ私説ヲ褐ケス」〈「第一版小引」〉という」
と
こ
ろ
で
国
家
学
と
は
い
か
な
る
も
の
か
Ⅱ
有
賀
に
よ
る
と
、
国
家
学
と
は
虫
國
家
の
真
理
に
し
た
か
い
、
そ
の
編
制
の
骨
髄
を
説
く
も
の
で
あ
る
国
家
学
は
一
名
、
国
権
学
と
も
い
い
、
国
権
は
国
家
の
権
力
の
こ
と
で
あ
り
、
憲
法
の
本
体
で
あ
る
と
い
つ
有
賀
は
、
日
本
の
公
民
は
明
治
一
一
十
三
年
以
降
、
新
奇
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
い
、
こ
の
新
た
に
得
る
権
利
は
、
国
家
に
お
け
る
立
法
権
で
あ
る
と
い
う
立
法
権
の
本
質
、
お
よ
び
そ
の
行
政
権
に
帝
室
に
対
す
る
関
係
を
解
説
す
る
の
空
国
家
学
で
あ
る
と
し
、
由
に
日
本
の
公
民
は
、
こ
の
学
を
修
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
有
賀
は
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
１
、
シ
ュ
タ
ィ
ン
、
グ
ン
ブ
ロ
ヴ
ィ
ッ
シ
な
ど
の
ド
イ
ツ
の
社
会
学
、
国
家
学
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
と
国
家
と
は
別
物
で
あ
る
こ
と
を
－
４
一
知り、〃国家有機体〃理論に方向をかえるのである」
立法権の本質、．
「第一版小引」〕
の
が
著
者
の
主
張
で
あ
る
が，，こつ
国家ハーノ有機体（生活機能をもっていること「ｉ：引用者）ニンーァ
ズ
彼
レ
国
家
一
己
ノ
生
活
ヲ
有
ス
ル
諸
々
ノ
部
分
コ
ー
リ
成
立
ス
夫
レ
国
家
ハ
同
垂
蘂
有賀長雄編述『国家学』。
[専修大学附属図書館蔵三
Ｅ
た
つ
い
て
語
っ
た
も
の
で
あ
る
〔
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の
目
的
は
、
「
自
他
（
じ
ぶ
ん
と
他
人
Ｉ
別
用
者
）
先』
し」い，一才》
ノ幸福ヲ増進スル只タ此一点二止リ」（四頁）という／
く
ら
し
を
立
て
る
に
は
職
業
に
っ
か
ざ
る
を
得
ず
、
財
を
な
す
に
は
、
く
ら
し
の
中
か
ら
節
約
し
て
、
余
裕
を
た
く
わ
え
る
し
か
な
い
、
人
は
飢
え
る
と
食
物
を
欲
し
、
寒
さ
を
覚
え
る
と
衣
を
欲
す
る
の
は
、
自
衛
自
治
の
原
則
に
の
っ
と
っ
た
も
の
で
あ
り
、
人
生
当
然
の
道
理
で
あ
る
」
幸
福
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
勤
勉
な
人
間
だ
け
で
あ
る
』
人
間
は
世
間
の
外
に
隠
遁
し
た
と
し
た
ら
、
そ
の
者
は
も
う
社
会
の
人
で
な
い
＊
世
渡
り
の
目
的
も
無
用
と
な
る
？
こ
の
世
の
中
は
、
相
と
も
に
渡
れ
、
と
い
う
．〃
一個ノ身体ノ易へ難キガ如ク此ノ有機体ェ」易へ難キ者ナルー一往目セ汁ル可カラ
典
芋
人
質
生
活
ノ
最
ェ
」
高
尚
ナ
ル
者
十
レ
バ
各
一
個
人
ノ
国
家
？
／
意
志
ヲ
結
成
ス
ル
ニ
与
ル
ノ
事
10）１９１ 
社鬘会学伝来考
活にあたえることができると説いている―
加藤弘之の「政事を以て任ずろ者〈当局者政談家等ヲ総称ろ
〈博文館、明治胆・２．５）にも転載された》論旨を要約するとこうてある、
加藤が観るところ、日本の政治家や役人、ならびに政治について書く新聞記者は、日本社会を人工物のように考え、為政者の器量次第で社会を
進歩させたり、改良することができると思っているか、社会は天然物や人工物でないから一朝一夕に大改繭はできない政治をしごととする人
間は、社会が発達してゆく〃天然の法則〃を知る必要がある
そ
の
た
め
に
も
、
社
会
学
を
研
究
し
、
か
つ
そ
れ
を
利
用
し
て
、
社
◎政噸と以て住するものｍ鰍簡“と
一一の耐（闇αⅢ‐とⅡ引勿ｊ汎榔荊Ｉ「；．列ＪｊｌＩｉ１Ｉｌｊ｝｛
今回瓢脈》牌舩肋ハ“し川で洲輌雌馴一一聯鵬搬剛鞭鱗胱》》洲柵測蝿一一
鍵トリ・と、川米或せんから大意丈け巾上げて趾２．注す併約と云人劇Ｄの穴丁度此の就愈と人工肋と溝へて人川が一
城獺雛鮒蝿繩糀諏郷繩般瀦紳識瀕胱嶮繩織澱荊艫障瀦爾凝一一
西洋で此の一一一四百年鮒即ち千四五百年の時分から民約赴繩噸叫”趨汕緬甑繩嶬麹礫翻痂←い”純粋繩》麺弘一
主義と云人飢が超人ソ或したが此の氏約主毅と云人而總て協麟してソコで戯禽と云人剣ものと組立てると云人そ―
て蕊塒分の哲醗老成而怯“謂参世の側に起り其中の避一れ式けの迷臥である、職曾、若し民約眺に云人通り人一
職と云人人＆至り此の民約主鼈頒越しい醜小巻ハソー詮し一一錘蝿辨、匹挫“》魎鋤畦辨句巫い“密許那麺”鋤駝誕一
馴搬捌洲柵船脚鰯川洲州噸一一年発Ⅷ灘灘鯛藤⑳艀鍛鯛鰯灘曰
生れて居る、向山の欄と以て生れて鵬ろから共に相鱗一一れ（決して家ｍ出来注せん叉共家根に山Ｕ瓦別Ｕ小入り石別⑩一
、ローハユ人寧家筆姻柿氷枕夘辿Ⅱ｜胴獅一一月五日頚行
’ この引用文によると、国家は有機体であるから、われわれが孤立的な個人でいるときよりも、国家は高度な、しかも自由活発な活動を個人の生
即千国家ノ人的存在ノ有機体制二与力ル事〈各一個人か孤立シテ達シ得へキ所所ヨリモ一層高尚、自由活発ナル元素ヲ各一個人ノ生活一一加へズン
バ非ズ……（一「第一一部立法篇第一章立法部ノ本義」）
ｈ鍋開園關側脚勝１－－潅膜睡鴎蝋賎購い鹸厭梛測鮒一一雌には奥付はついていないので、正確な刊行年は定かでないが、下出隼
し、かつそれを利用して、社会とはどのようなものかを知ってほしい、というのが加藤の主張である’
一Ｍ川慨鮴繍蝿洲棚鯛脚洲捌一一嶽民本吉次郎の「社会学」（一～二八一一頁）は、坪谷善四郎の「統計
臓鮫睡譲蝋鑑職や鹸厭糊麺繩一之学要論」（一～九ｃ頁）と合冊になっている国立国会図書館の蔵本
に
は
奥
付
は
つ
い
て
い
な
い
の
で
、
正
確
な
刊
行
年
は
定
か
で
な
い
が
、
下
出
隼
の献曾の囮とⅢ来た蝋愈によって共迦６に職愈と組立一
藤
叺
一一》馴峨綱酎蝋棚柵獅蹴洲淵螂一加ょ吉の「明治社会学史資料し〈一社会学雑誌』第二一二号所収）には、明治
三一繍鱗鱗灘一蝉護淘雰川棚法噸燗舞騨蕊三繩二謝
民本の「社会学」の月次をみると、「緒言Ｌのあと「総論」が来、
一一年発Ⅷ灘灘鯛藤⑳艀鍛鯛鰯灘曰柵
一一れ（決して家、出来注せん叉共家根１瓦ｊ６石’一Ⅷ経済ヲ論ス第一一一章政体ヲ論ス第四章宗教ヲ論ス第五章倫
理
第
六
章
慣
習
経
済
及
上
政
治
卜
倫
理
ト
ノ
関
係
と
箇
条
か
つ
づ
く
’
べ
か
は社会学を修めざる可らず」は、講演筆記であり、『口ｕ本大家論集》第一一一編
1９ １１ 
民本は「緒言」において、「人類社会ノ生活〈諸般ノ事物ト等シク一定ノ法則ニョリテ支配セラル、モノナリトハ今日吾人ヴ確信スル真
理ニシテ疑うモノ始ンドナキガ如シ」（一頁）といい、ついで社会学の由来にふれ、「社会学ト云ヘル語ヲ初メテ世間二出シタルモノハコント
氏ナリト然しトモ吾人ハ決シテ社会学を以一プコント氏ノ発明一一掃スルヲ欲セザルナリ」〈一一頁）と述べている。
お
よ
そ
の
また「総論第一章社会学ノ目的及上其範囲」において、社会学を定義し、１１
と語っている心
好美楼主人騒徽美人法』（明治皿・血？）は、純然たる社会学文献とはいえないにしても、なかなかユニークな書なので紹介しておこう》
これは小著である》人の身体のうちで最も重要な顔をどうしたら美しく見せることができるか》美顔術や長生きのすべについて、七十五カ条に
い
る
あ
い
か
ら
篭
わたって説いたものであ苞｜たとえば、目次にｉ肉合をうつくしくする方法、顔のよごれものを取り去る方法身体のふとりすぎを直す方法
み
な
り
色を白くする方法身粧の方法、服装を飾ることの心得長生きする方法ｌなどの項目がみら量Ⅷ
このうちで人間としていちばん関心がある項目は、長寿の法であろう。人間は人として生まれた以上、貴賎の別なく、長生きを望まない者はい
か
ら
だ
て
き
、
ぎ
ない・著者が説く、長生きの秘けつとは、身体を清潔にし、適宜の運動Ｉ日々、大気のなかでからだをうごかし、農をなし、庭のそうじＩを
することである。
■
 
や
ま
群
長生きを欲するあまり、病をおそれ、労を忌みきらうのはよくないという、
金井延〈一八六五～一九一一一一一一、明治・大正期の社会政策学者）の「社会政策論」〈明治皿．？）は、東京専門学校の政治経済科でおこなった識
の
ぷ
愚
義内容を活字にしたものである。目次にあるのは１１、
お輔い
一・』』ず一
社会学ハ社会人類制御上ト発動卜一一於ケル社会ノ関係ノ起原ヲ探求シ且シ大一一人類ノ性質ヲ改良セハ大ナル結合ヲ容易ナラシムル「‐及ビ錯乱
セル社会ノ組織一一関スル諸般ノ事情ヲ解明スルモノナリ（九頁）
第
一
章
孚一い
な
ら
び
起
社〈室政策の意義及其の研究の必要並方法
(12）１８９ 
社会学伝来考
な
ど
で
あ
る
》
金井は第一章において、社会政策の問題は、いまの文明国、ことに工業国おいて最も重要なるものであるばかりか、同時にもっとも至難なるも
のである、と説く・こんにち文明諸国における労働社会の状況を観察すると、労働者の社会上ならびに経済上の地位は、じつに悲しむべき状態に
ある②社会政策の目的というのは、結局のところ、この下等社会の地位を向上させることに外ならない、という〈一頁）。
社会政策とはいかなるものか。それは何のために存在しなければならぬものなのか》これらの問に対する回答として、金井が考えたのは、労働
者と一般の社会との相矛盾する不都合を、国家の公権の範囲内において救済するのが社会政策である。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
社会政策とは、国家の公権力を籍りて、労働社会の状態を改良することにある△すなわち、労働社会をして、他の階級とひとしく、自身の力を
蝉
人
た
く
ふるって十分に尽力すれば、この文明の恩沢（めぐみ）を受けることができるようにすることにあるく一一一～四頁）〈『
辰巳小次郎の「社会学二全五一一頁］（『哲学館講義録』所収、明治鋼・加～同別・９）は、田中善立による講述筆記である」じつはこの種の講義
辰巳小次郎の「社会学」［全五二》
翁
く
づ
Ⅲ
録には、〃奥付〃がないものが多い》
辰巳は第一章の「総論」のなかで社会学とはいかなるものか、つぎのように定義している》
さ
い
せ
い
城泉太郎（東京府士族）の『繊鰍済世危一一一一口』（明治別・３）は、ひトー）ように社会主義色が濃厚な書である』書名にみられる“済世〃とは、世を
。←ユ。マ４，←’一
睡
・
兵
公
社会学とは社会の発達進化盛衰成敗（成功と失敗１１１引用者）すブ（一）所以の原理原則を研究する学問なり而して社会とは今日世間で云ふ所の「上
ひ
ご
診
繋
よ
』ぞよび廿・い
（》
流下流の社会」の「社会」にあらす機関を術へたる一の団体を云ふなり凡そ人は相生し〈いっしょに生まれフ（）））相養ふの為めに群を為して居住
す
こ
頁
）
第
二
章
第
三
章
第
四
章
社会政策に対する主義の異同を論ず
社会政策の沿革
社会政策論の学問との地位
188（13） 
救うとか、人民の困難を救う意である）この本は、民の苦しみや社会病を広く世間に訴えるために、書かれたものであろう、
と語り、さらに社会病の原因については、つぎのようにいっている』
ほ
づ
（
の
ぷ
し
げ
穂積陳重〈一八五一ハー’九一一六、明治から大正期の法学者）が、「隠居論』（明治別．、）を執筆するに至ったのは、「緒言」によれば、家族制に
つ
い
て
の
講
義
に
お
い
て
、
た
ま
た
ま
〃
隠
居
〃
に
つ
い
て
ふ
れ
た
こ
と
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
穂積は本書において、隠居の起源、種類、名称、年齢、効果、将来について論じている、日本における隠居制度は、武家社会において盛んにお
そ
の
こなわれたのであるが、維新後、旧来の文物制度が一変した》隠居制度、ｂ大きく変化－‐）、「其旧態を存せざるに至る」ということで、いまけつし
著者は第一章の「総論」において、
ま
た
人
権
、
課
税
の
全
廃
に
つ
い
て
は
、
び
ん
為
’
八
こ
酌
・
《
少
な
歩菩述（ｗ畢
字で狛亭・れ
し
些
吾
人
々
民
二
固
有
ノ
権
利
ア
リ
ト
ス
レ
ハ
他
人
ノ
妨
害
ヲ
成
サ
ダ
ル
限
リ
ハ
自
由
気
儘
一
一
各
自
ノ
能
力
『
フ
使
用
シ
ー
ァ
各
々
其
欲
ス
ル
所
ノ
生
計
ヲ
鴬
ム
ハ
固
ヨ
リ
各
》二〈ｕ』
ｊ〃・・出ｒ〈
』』口●ｄ
牌．〈かＰ、
人ノ権利二属スルートー雛モ（第九章八七～八八頁〉……社会ノ大患（重い病気１１引用者）ハ貧富ノ懸隔（かけはなれていること〉二原因スルヲ説
キ
貧
富
ノ
懸
隔
ハ
実
二
土
地
私
有
ノ
制
度
一
一
起
原
ス
ル
故
ヲ
以
テ
一
切
ノ
課
税
ヲ
廃
シ
テ
単
二
地
租
ノ
ミ
ト
為
ス
ヘ
キ
（
第
十
六
章
一
六
一
一
頁
）
』」鞄い
くいがい
之『フ要スルニ社会上細大ノ弊害ハ貧富ノ不平均二原因スル者ナルヵ故二財貨分配ノ問題タルヤ最上無比ノ大問題ニシーァ之『ブ明瞭一一分析スル
７１「フ得ハ百般ノ難問ヲシテ釈然タランムルーＩ（第八章七八頁）
い》錫し人い｝”・か
・
票
定
か
く
釦
〉
竺
人
ノ
生
涯
中
ニ
ハ
｜
身
一
家
ノ
為
メ
ニ
心
身
ノ
全
カ
ヲ
尽
サ
蜜
ル
ヲ
得
サ
ル
ノ
時
ア
リ
社
会
ノ
生
活
ヱ
」
亦
斯
ノ
如
ク
》
｝
じ
ん
垂
〃
ヴ
スノ時アリ……今日吾人ノ眼前二発現セル時事問題ノ如ク緊急ナルモノハ余輩未タ嘗一ァ之一ブ見ザルナリ
其
人
民
ノ
熱
心
卜
智
力
ト
ヲ
（一百〈）
甲必
特二必要‐トー為
(14）１８７ 
社会学伝来壼考
て多いとはいえぬ材料によって研究をまとめておかないと悔いを千載にのこすとおもい、蘂をおこしたという’
江口一一一省訳『社会問題前編』（明治筋・４）の原著者は、国の冒閂の①・鐙の（’八三九～五六、アメリカの経済学者）である。原本は一八八一一一年
に刊行されたい言量専ご喜景である。この訳本には、板垣退助の「序」がついているが、それには‐‐Ｉ
光
吉
元
次
郎
訳
閂
国
家
社
会
制
』
（
明
治
班
図書館の蔵本は、本の扉は欠けている‐
の経済政策ｌなどの箇条がみられる．
「国家社会主義の目的は国家経済上の管轄権を拡張するに在りワグネル氏の説に曰く……」（六頁）とある一
自由社編纂驫墾自由党運動史』（明治茄・３）は、板垣退助を総理とあおぐ自由党の運動史である。自由主義によって育った革新の分子と専制
政治のもとで養成せられ結晶した藩閥政府とは、議会が開かれて以来、相対時すること数年になるが、官民反目しつつまだ決着がつかない。
いまの政治を改良し、将来の国家を改造する者は自由党である、と「序」にある、
松原岩五郎（一八六六～’九一一一五、明治・大正期の作家、ジャーナリスト）は、国民新聞社に入り、下層社会の報告記事を書いたことで一躍文
壇に名をなしたが、その代表作が『最暗黒の東京』（明治別．、）である。この作品は、はじめ東京の下層社会の生々しいルポとして、『国民新聞』
紙上に発表され、のち新たな材料を加えて一冊子として刊行きれた（「序」）：
同書の中で描かれている世界は、日清戦争前の東京の下層民の社会である》都会の底辺で貧しい生活を強いられている下層民の存在は、大きな
昼
〃
ん
こ
ろ
び
と
み
筋
社会ノ権衡（つりあいｌ‐引用者）一タビ索レテ偏重、偏軽ノ勢則ヲ成ル，
ぱワシ』
龍いよ・ワ価コトｊ・ち
お
よ
▲
Ｉ
。
●
凸
■
卜ｒＬ。、向
上〉唇か》
……社会公平ノ道一タビ敗レーア豪族ノ賊麿｛のさばること）、賎民ノ跳梁、政府ノ腐敗等凡ソ人権ノ軽侮（あなどる）ヨリ発スルノ禍ハ前後
泌
め
ぞ
相上望ムニ至ル也（一一～一一一頁）
天下一日そ利権ナカル可カラス、而シテ之一
ノ利、数人一一掃シテ社会ノ利達セサル也一」
い
路
に
塔
り
け
人
ぺ
し
こ
う
こ
れ
ぼ
Ｉ
】
い
ま
・
景
甘認や⑭
坐雌ニレ
一日エ」利権ナカル可カラス、而ンテ之ヲ専ニスル者アリ．》則千利権ノ天下二於ケル一人ノ利権ニンテ天下ノ利権二非サル也（一頁）。故二天下
『国家社会制』（明治弱・６）の原著者ウィリァム人
本の一扉は欠けているし、訳者の序文もついていない
シ
バ
ッ
ト
・
ド
ー
ソ
ン
お
よ
び
原
本
名
に
つ
い
て
は
つ
ま
び
ら
か
に
し
な
い
』
国
立
国
会
同
書
の
目
次
に
は
、
’
第
一
章
国
家
社
会
主
義
の
原
理
第
二
章
ロ
シ
ア
往
時
186（15） 
な
か
っ
た
明治初年から同二十年代にかげて、刊行された、〃社会学〃といった学名をかぶせた文献は、有賀長雄の論著や講義録などに現れたものを除く
・たしっ
し
げ
よ
し
と、渋江保〈一八五七～一九一一一（い〉、本名・渋江成善、慶応義塾本科卒〉の『社会学今吟（明治Ⅳ．’〉か唯一のｊ・のといってよい本譜はスペ
ンサーの『社会学原理』〈二尺⑮、ヘミｅ言旦妙ミＣｓ亀｝の第一、第二巻にもとついて叙したもめという、ただし、スペンサーの高尚な議論は、卑
近の議論に換え、イギリスの事例は、日本の事例にあらため、かつその数千頁におよぶ記述をわずか百余頁にちぢめたと語っている（「小引」）『｜
渋江によると、社会学は高尚な学科であるから、子供や初学者には容易に近づけないという」しかし、社会学は有用の学問であるから、初心者
にこの門を閉ざすべきではないのであるそのため平易な文章を用い、数多の身近のありふれた例をかかげたと述べている〈「小引一）〆
『社会学全』は小著（本文一一一一八頁と附録一一一一一頁）ではあるが、多くの編章から成っている．いまその概略を述べると、つぎのようになる一
第
一
巻
社
会
学
の
論
拠
第
一
編
社
会
の
定
義
第
一
一
編
社
会
学
の
定
義
第
三
編
社
会
現
象
の
要
素
、
第
四
編
か
ら
第
七
編
ま
で
は
、
原
人
の
体
格
・
情
感・知力・観念、第一章から第六章までは、睡眠及び夢の観念死去及び復活の観念、幽魂、妖怪、悪魔、魔術、鬼神、地獄、極楽、来世の観念
ら
し
の
様
子
な
ど
を
あ
り
の
ま
ま
に
描
写
し
た
し》カム一．仙冒
一」とに体力か資本の車夫、上方、日雇
め
し
を
も
ら
い
受
け
て
、
そ
れ
を
一銭、二銭といった値いて売る商人）、居酒屋、飯屋などの情景や、日雇労働者、
日雇労働者は、
ニリ，‐。ｂ夕、ふくエご
老
い
て
体
か
よ
わ
る
、
と
と
う
て
い
力
役
に
堪
え
る
こ
と
か
て
き
ず
、
老
残
の
身
を
貧
窟
に
横
た
え
ね
ば
な
ら
●
巳
渋n.保箸［社会学全』
[日本大学文理学部附属図書館蔵Ｚ
〃社会問題〃でもあった「わが国の労働問題、社会主義運動か盛んになるのは、
一Ｅｕ一一
明治三十年代であるが、『最暗黒の東京』か社会主義思想の鼓吹に少なからず影
響かあったようだのみならず、この書物を読んだことか契機となって、後述の
山
口
孤
剣
の
よ
う
に
社
会
主
義
者
に
な
っ
た
者
も
い
た
松
原
は
細
（
貧
）
民
の
実
情
を
筆
に
す
る
た
め
に
、
ポ
ロ
着
を
身
に
つ
け
、
麦
わ
ら
笠
を
か
ぶ
り
、
〃
社
会
大
学
〃
の
門
を
く
ぐ
っ
た
の
で
あ
る
か
れ
は
下
谷
万
年
町
、
四
谷
鮫
ヶ
橋
、
芝新綱町など、当時東京の一二大貧民窟と称された地区を中心にルポをつつけた
松
原
の
筆
は
、
場
末
の
木
賃
宿
（
安
宿
）
、
残
飯
屋
（
士
官
学
校
な
ど
で
出
る
た
べ
残
り
の
》一℃）戸｝‐・
〉
、
居
酒
屋
、
飯
屋
な
修
一
の
情
景
や
、
日
雇
労
働
者
、
車
夫
、
土
工
、
飲
食
店
の
下
女
ら
の
馨
１６）１８５ 
社会学伝来考
ところで渋江が本書で説いている社会学とは、どのようなものであろうか」その定義は、およそつぎのようなものであった』かれによると、ま
ず社会を学ばんと欲する者は、その成分である一個人を研究する必要があるという〕一個人の研究から社会の研究への途に入り、社会の発達・進
化・盛衰・成敗〈成功と失敗）の原理や定則を知ればよいとし、それを説き明かすのか社会学又は世態学であるといっている（「社会学の定義「二
法
理
学
附
録
東
西
哲
学
諸
派
系
譜
ｉ
…
て
あ
る
渋江は、「第六巻社会学」において、社△
渋江保の『哲学大意全』（明治苅・２）は、哲学の初学者に、哲学の大綱（大要）を会得きせるために執筆したもので、西洋哲学の部はスペン
サーの哲学原理、バックスの哲学史、スミスの古代哲学、ジェボンスの論理学により、さらに東洋哲学の部は和漢書に依拠して書いたものという
ハⅡ）～一一百〈）毎
おわりに土地所有権に関するスペンサーの説、主
ンリー・ジョージの説などを附録として掲げている」
渋江は、「第六巻社会学」において、社会学は哲学の中で緊要なる学科のひとつである、という□かれはいま社会学の梗概について語るべき
であるが、と述べているが、先に通俗教育全書用に『社会学全》〈博文館〉を刊行したばかりなので、いまこれを叙述しては重複のおそれかぁ
も
『小引と
フ
ロ
ロ
ー
プ
第八編｛示教の観念、第一一巻社会学の小引く〃序〃の部分〉、第二一巻家族の関係等々」
Ｂｂりこ士也折有潅匡調するスペンサーの説、土地共有の不可を論ずろ》ンエームズ・ブラヅトの説、土地を共有物としてはならぬ、といつたへ
内容の概略は、’第一巻哲学の論拠第二巻哲学小史鏑一二巻論理学第四巻心理学第五巻倫理学第六巻社会学第七巻
呉文聡
五
頁
】
る、と語っている、そこで本巻においては、リーバー氏の『自治論」を抄訳して、本章を充
たすと述べている」
社会学に必要な条項１．１社会の進化、社会の構造、社会の体系、男女の関係異同結婚の
種類とその可否優劣などについては、『社会学全』〈博文館）を見てほしい、という〈一三
β、，一万勺少』幻Ｊへ幸一」』。』ご夕
呉文聡（一八五一一～一九一八、明治から大正期にかけての統計学者）ｍ一Ｍ統計之神髄Ｉ…ｉ
名社会状態学』（明摘〃・２〉は、ドイツの経済学者・統計学者として著名な、エンゲル
1８４，７ 
会ノ理学一一シテ又社会ノ生理学ナリ統計学ハ斯ル唖
統計学は社会学を研究する上での重要な補助科目である》
う［例言］）を訳したものである」
辰巳小次郎の「社会学」（明治平２）は、専修学校の理財科で講義したものである。同校の『理財科講義』は、明治二十四年〈一八九一）十月
に第一号を出し、同一一十八年（一八九五）八月、第一六六号をもって完結したとある（『理財科講義』第一一一号「解題」）．『理財科講義』〈第一
一一号、第一二一一一号）は、いずれも数ぺ１ジほどの分量であるから、あえて取りあげて言及するほどのこともない』
垣田純郎の小著『哲学変遷史』（明治Ⅳ・３）は、クノー・フィッンャー、シェウェグレル、エルドマン等の哲学史を参考にして、編輯したもの
で
あ
苞
内
容
の
概
略
は
ｉ
序
論
西
洋
哲
学
史
前
篇
古
代
哲
学
第
一
章
発
生
時
代
第
二
章
全
盛
時
代
第
三
章
衰
滅
時
代
第
四
章
希
蝋
哲
学
の
大
勢
中
篇
中
世
哲
学
第
一
章
前
記
第
二
章
ス
コ
ラ
哲
学
附
録
近
世
哲
学
の
大
勢
１
１
で
あ
る
〕
「附録近世哲学の大勢」の第九章に、コントとスペンサーの学説が簡単にしるされている』
桜井吉松の『篝日本之社会』〈明治牢４）は、当時の社会主義について論じ、貧しい者のために気炎を吐いたものである．内容の概略はＩ
か
つ
る
ん
緒
言
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ｌ
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ｌ
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》
・さＰどう貯一駐
著者はますます顕著になりつつある身分や富貴の差に注目し、その匡正を訴えている、
〈、胃一ｍ言ごＦ・『の］嵐同『ご曾冒価の一》］窪］～霊）が執筆した統計に関する学説（原書名不詳、呉によると、プロイセン王国統計局報に掲げたものとい
この訳書は、一五八頁あり、訳者は読者の便を考えて目次の見出しを多く入れたという、目録〈次）の中からいくつか拾うとｉｉ、
統計一一関スル世人ノ見解統計ハ社会ノ理学ニシテ社会ノ生理学国家及社会ノ有様ヲ知ル為メノ大科目人身卜社会医学卜社会学社会学
二
関
ス
ル
学
者
ノ
議
論
民
志
学
及
社
会
状
態
学
実
際
的
社
会
状
態
学
方
法
ト
シ
テ
ノ
統
計
等
々
・
統計学とは、数学の一部門である集団に関する資料から得られる数値を、判断、推論の材綱とする学問である。が、エンゲルは、「統計ハ社
浅
た
か
黄ノ理学ニシテ又社会ノ生理学ナリ統計学ハ斯ル地位二立チープ恰そ国家学及社会ト理学トノ架橋トナルナリ」〈一一頁）と述・べているが、
》』
乞
ふ
見
よ
、
社
会
上
の
状
体
を
、
貴
賎
貧
富
の
懸
隔
は
引
用
者
）
に
近
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
務
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
里
す
ま
す
・
いやし．、
日に益々甚し（きに至るにあらずや筍も心あるｊｂのは此変例を矯正１）
天
則
の
為
め
に
国
家
の
為
め
に
（
「
緒
言
」
四
頁
）
一‐田’八二」．、
天則（天地自然の方則１１‐１
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社会学伝来考
また著者がいう〃社会主義〃とは、どのようなものか』その趣意をいえば、ヨーロッパで社会主義をかかげている主義者のように、現政府を転
覆させ、国家を改造せんとするものではな哩そうではなくて、古来の聖天子が行なったように、財をうまく分配し、貴賎の差をなくし、建国の
体裁をまっとうし、国粋（国家、国民の長所や美点）を発揚することである（九頁）。
社会主義はまた、強者の権利を分割して、弱者に与えんと欲するにあり、という二○頁）、
貧民問題は、当今の一大問題であり、その解決は公費をもってすべきでないとする、ある論者の意見を紹介しているが、著者の考えによると、
国民のすべてが慈善家、義侠家になって欲しいという（六四頁〉。
金井延の「社会問題」（明治〃．？）は、専修学校の理財科で講義したものである「総論」の中で金井は、いま欧米各国で社会問題｛すなわち
寸藪な酢
ま
た
こ
の
ざ
労働問題）が人々の注目をあつめている、といい、「今ヨリ講述セントスル題名即千社会問題そ亦此義二外ナラス」（一頁）と述べている
金井は講義の中で、「総論定義、社会問題ヵ経済学中二占ムル所ノ地位、第一労働者保護律、緒論、第一編～第三編英独仏労働者保護律、
第四編労働者保護律一一関スル万国会議」などについて言及し莚
金井は社会（労働）問題が発生する原因をつぎのように定義した。
這
い
せ
〈
国立国会図書館が架蔵する辰巳小次郎、金井延講義一社会学・社会政策汎論』（明治洲・５）は、和とじのムロ本である〕題姦の文字ははっきりし
ない』かすかに「……社会学」と読むことができる。前半が辰巳の「社会学」（一～’二○頁まで）であり、後半は金井の「社会政策汎論」（’
～
七
六
頁
ま
で
）
と
な
っ
て
い
る
Ｐ
奥
付
は
つ
い
て
辰巳の「社会学」の内容の概略は１１総論
畠
小
社会問題トハ労働者全体力生計ノ程度一一関シテ求ムル所し‐之一一応スヘキ所ノ所得トノ間一一不権衡ヲ生シ社会制度文物国家ノ法律規則
躯群れい瞳・ず鷲寸・
等力此不権衡ヲ救ハントスル傾向ナク寧々益々此不権衡ヲ甚シカランムルヵ如キ場合二当リテ労働者自身ヵ此不権衡ヨリ生スル貧富ノ懸隔
ヲ知覚スル時一一起ルー」ノヲ云うナリ（一一一頁）
奥付はついていない、
第
一
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会
の
定
義
第
一
編
原
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社
会
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二
編
宗
教
の
進
化
第
三
編
家
族
の
組
織
ｌ
な
ど
で
９
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ある。
贈
本
」
と
あ
る
印
形
に
よ
っ
て
偶
然
知
っ
た
。
ひで・害
わたしがトー）つきい目にした、辰巳と金井のこの合本は、’じつは東条英機（一八八四～一九四八、昭和期の陸軍軍人（大将）、近衛内閣のあと首
相となり、太平洋戦争に突入、陸相、内相、参謀総長を兼任、戦後Ａ級戦犯となり処刑された）の寄贈本〈手沢本）であることを、「東条英機寄
金井の「社会政策汎論」の内容は、つぎのようになっている〉これは金井が明治一一十二年（一八八九）に東京専門学校の政治経済科でおこなっ
た
講
義
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
「第一節社会の定義」において、社会学や社会のことをつぎのように述べている
社会学とは社会の発達進化盛衰興敗する所以の原理原則を研究するの学科なり而して社会とは英語に砂・ａの旦（ソサィチー）仏語に⑫。、誌忘
（ソシエテ）独語にＣの、の一｝⑪。冨陣（ゲゼルシャワト）と云ひて人群居し相生し相養ふを目的として組織する所の団体なり
い
上
相生し相養ふを目的として組織せる所なるが故に今日世間に謂《ゆる上流下流の「社会」「学者の社会」「政治家の社会」の「社会」に非す社会学
者の元祖は仏国の碩学アウグスト、コント氏なり氏は千七百九十八年即ち同国大革命の後十年に生れ千八百五十七年に死せり社会学の原理
’ケ小
定則を思索せし者氏の以前既に之れ有りと一玄へとも皆な能く一派の学問を成立すろを得きりき……（八頁）
（ユダヤ〉
今日の人員神を以て仁愛恩恵に寳閏めりとそれは真神にして猶大経典中に載せたる所の不仁不義の誓願を為すは理論上解すへからさる所な
り（五六頁）
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東条はエンピッで誤植を訂正したり、線を引いたりしている』その書き入れは、東条自身のものと考えてよいであろう。たとえば、「第一一一章
も
社会政策二対スル主義ノ異同ヲ論ス」の中につぎのような文章があり、それには多数線が引かれている。
東条はいったいいつごろ、この合本を寄贈したものか、その時期はわからぬが、終戦前であったことはたしかであろう。
太平洋戦争開始後、絶大なる権限をひとりじめにし、独裁政治をおこなった東条は、｛国家運営の手段としての経済政策に大きな関心をよせて
いたものと思われる。それゆえ為政者として、社会政策を学ぶために、たまたま専修学校の講義録をひもといたものであろう、
明治一一十年代を顧みると、純然たる社会学文献はまだまだ少ないことがわかる》が、明治一一一十年代に入ると、世相を反映してか、それとも時代
の要求のせいか、〃社会〃とか〃社会学〃の名を被せた訳書や論著が飛躍的に刊行されるようになるのである。
いま明治一一一十年代に公刊された目ぼしい社会学文献を、訳書をふくめて一覧表にすると、つぎのようになる》
経済政策学トハ如何ナル学ナリヤトー表ワニ此ノ国家並一一其機関力刎、剴刹剤１Ｊ掴刊謝列ｌ鰯蜥Ｊ謝澗『副料判１国田潤潤剴劉熟科刀列刻到川引司矧川が
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
 
如何ニセハ経済上二於一ア国運ノ伸長ヲ図ルヲ得ルカト云うノ手段方法ヲ攻究スルモノナリ（一一一一頁）
片
山
潜
著
『英国今日之社会』警醒社書店
片
山
潜
著
「日本における社会学講究の必要」『国民之友』第三四八号所収
渡
辺
為
蔵
著
「社会百方面』民友社
田島錦治著
『日本現時之社会問題』東華堂
岸
本
能
武
大
講
述
『社会学完』『東京専門学校文学科第一回三年級講義録』所収大日本図書株式会社
建
部
遮
吾
箸
『哲学大観全』
ベンヂャミン、キ》Ｆ膳『社会之進化』（国の］言三二穴】三塾ミミ運ミミミ害）の翻訳開拓社
角田柳作
一三口
＊ 
明明明明明明明
治治治拾拾治治
３２３１３１３０３０３０３０ 
●P●●●ｳ● 
２４１１１５５４ 
21） 18（ 
懇懇露語墨趨鴎鴎露鴎騒騒露鴎寵繍繍顧鰯属属鰯』鰹機
土加猫文米島十一フ辰福村窪横
肥藤堂学国崎時工巳井井田山
半弘久士ギ満弥｜小準知静源
次之松遠ｿ都訳７，次造至大之
郎、義藤千夫述（即著著郎助
他戸典隆ン著ン識著著
水著吉グク義
寛訳スス
人箸原
著
岸
本
能
武
大
著
岡呉メー三
百文１浦
世聡ヨ周
著訳叱行
、箸
ズ
ミ
ス
箸 雷
己
書
『同本之下層社会』教文館
一“社会的制度一班』印刷所忠愛社
『社会主義』労働新聞社
『近世社会主義檮有斐閣書房
「社会学」哲学館第十一学年度高等宗教学科講義録
『社会学』（句四局一）四二⑰ｒどこミ）ベミヘミへミ昌一）込三（）「是〕一と一］（一⑦（一）の翻訳博文館
『社会改良論』静修館
『
社
会
学
全
』
東
京
専
門
学
校
出
版
部
蔵
版
『近世社会主義評論一文学同志社出版
『
娼
妓
存
廃
断
案
』
社
会
研
究
会
縁耀懸五人組制度の起原』有斐閣書房
露熱田社会統計学』東京専門学校出版部
「社会学」教務講習所講義録叢書巻八所収
ANOUTL1NP 
OF 
S()CIOLOGY 社
会
学
』
大
日
本
図
書
株
式
会
社
篝|霧霧蕊|薗露i團露麗霊厩!i繍鳫i覇罰震
横山源之助著
｢|]本之下層社会」
本
派
本
願
寺
教
学
局
蔵
版
横１１１源之助
明明明
、’、，、’
1口１口（【負］
3４３３３３ 
１１２１２ 
明
治
調
．
Ⅲ
明明｜ﾘ】明明明
｡､ム６９」、Ｓム、〕ム、.,ムＬム
1口（口１口１口ｉ口(［】
３３３３３３３３３３３２ 
１０１(１９８６？ 
明
治
弛
明
:ム
１口
3２ 
明
きノ、
（に１
３２ 
明
、’
7i三「
９７ Ｊ－ 
７６４ 
(２２）１７９ 
社会学伝来考
馨蔓
浮田和民講述
『社会学講義』
遠藤隆吉著
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ゼ
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片山潜（一八五九～一九一一一一二、明治から昭和期にかけての社会運動家、のち日本共産党の結成を指導、ェ｜スクワで死去）の一英国今日之社会』
（明治帥・４）は、「白】序」によると、イギリス滞在中に目撃した社会の卜」つきいの形跡を記述し、それに論評を加えたものという、片山か考える
と
こ
ろ
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|日本大学文理学部附属図書館蔵】 グムープロウＹヘノチの肖像
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》・社会主義神髄』朝報社
『近世社会主義』有斐閣書房
『
教
育
研
究
叢
書
社
会
学
及
研
究
法
』
同
文
館
翻社会の発達盃辨醤同文館蔵版
蕊識傘二子社会学序説』金港堂書籍株式会社
騒鰄社会学綱領」金港堂書籍株式会社
｛社会主義と婦人』一平民社
曇燕慰一一字社会理学』金港堂書籍株式会社
『社会学』瞥醒社書店
［
社
会
学
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
蔵
版
明Ｉﾘ］明ロ)ｊ明明明Ｉﾘ］明明明明明明明明明
摘治泊抽治拍拍冶治治冶拾拾治治治治
３９３９３８３８３７３７３７３６３６３６３６３６３６３６３６３６３６ 
？］1１０７９１］１０７７５５４３３２１ 
(24）１７７ 
社会学伝来考
片山にとってアメリカは、社会問題を研究するのに最も便宜をうる国であり、同時に労働者にたいして多くの同情をよせるようになった。帰国
後、かれは多年学びえた社会学を実地に応用し、日本社会を研究するさいの資にしようとした、
片山の観るところ、日本という国は絶大なる進取力と吸収力をもっているのだが、その吸収力は疎雑である、為政者が欧米各国の文明を摂取す
る方法をみていても、遅純無識であることがわかる』こんにちの日本の現状をみると、社会学の研究が不可欠である》
渡辺為蔵の「社会百方面』（明治釦；）は統括的な書物である。各地の探訪記風土記風俗記のほか、社会の暗部ｌ下層社会のいくつか
ついで片山は、「日本に於ける社会学講究α必裏‐一と罐－９る刈
って滞米遊欧したのち帰国したのであるが、苦学していた滞米一
恐慌を経験し、資本家の残虐や労働者の忍苦をまのあたり見た一
郷ｌ細民生活抄記附録醜窟の反面Ｉである
や
維新後、東京の風紀を害する不健全な分子のほとんどは、場末に追い遣られ、幕末に横行した悪習悪俗は、形をかえて一区内で余命をたもつだ
ふ
し
ゃ
けになった》世の中の犯罪は、富者に少なく、貧者に多い》無教育は犯罪の原素である。生活苦から、あるいは一時の出来心から罪を犯す者は多
の断面を切り取ってきて、読者に提供したものである》
内容の概略はｌ貧童の堕落居留地風俗記台北風土記
貧困や失業から、人は犯罪を犯すとすれば、かれらを救済する方法とは、いかなるものか』世の中には慈善家や刑罰の執行者がいるが、かれら
は社会改良の一方便、一機関に相違ないにしても、根本原因を是正しないかぎり罪悪はなくならない〈「貧童の堕落」四～五頁）、
田島錦治（’八六七～一九一一一四、明治から昭和期にかけての経済学者、のち立命館大学の学長）の『日本現時之社会問題』（明治別、）は、第
孚
ル
マ
・
》
一編総論（日本の社会問題）第一一編仏蘭西社会主義第一二編日耳曼社会主義第四編基督教的社会主義などについて論じ、附録として
近世社会主義論を添えたものである〉著者によれば、大学院において社会主義を専攻し、とくに日本の社会問題に注意を払っていたとき、東華堂
し。
，
も
う
こ
氷
禽⑨
をも包括するなり〕一言以て之を約せんに理論の研究は研究法に先だち研究法の研究は更らに理論に先だつちのなり（一一（い）頁）
「日本に於ける社会学講究の必要‐｜と題する小論
の
ち
儲
国
し
た
の
で
あ
る
が
、
苦
学
し
て
い
た
滞
米
中
の
む
く
ど
り
じ
ん
か
い
ざ
ゥ
慶
尚
道
風
俗
記
足
尾
銅
山
晩
商
椋
鳥
居
職
人
の
内
状
ｌ
資
本
家
と
手
天
人
震
雑
（未完）を「国民之友』（明治釦・５）に発表した、片山は十余年の長きにわだ
－八九○年代に、カーネギー大鉄工場やシカゴ汽車会社の同盟罷業があたえた
176（25） 
岸本能武大の『社会学完』萌治別ｉ）は、一一一八○頁もある大著である、内容の概略は１１緒論本論第一章原人の状態第二章社会
と
境
遇
第
三
章
社
会
の
起
源
第
四
章
社
会
の
発
達
第
五
章
社
会
の
性
質
第
六
章
社
会
の
目
的
ｌ
で
あ
る
”
岸本は”社会学〃をどのように観、どのように定義したのか。曰く〉
建部遡吾の『哲学大観』（明治別・４）は、三九一頁もある大著である．古今の哲学思想を大観したものであるⅦ「第一一一近世哲学」において、
コントの小記事がみられる（一○四～一○七頁）』内容の概略は「Ｉ‐序説第一歴史哲学及哲学史第二人間思想の關展叙述第一希臘
哲
学
第
一
一
中
世
の
教
学
第
三
近
世
哲
学
第
四
婆
羅
門
教
学
第
五
仏
教
第
六
支
那
の
教
学
第
七
日
本
の
思
潮
総
覧
第
一
哲
学
思
想
の
分
類及批評第二最近哲学思想の大綱附録第一学問の大観第一一明治思想の変遷第一一一思想家年表‐ｉｌである一
角田柳作訳『社会之進化』（明治弛・２）は、イギリスの社会学者ベンジャミン・キッド（一八五八～一九一六）が著した轡（三唇三三二を訳
の社主がやって来て、日本の社会問題について書物を書きあらわして欲しい、といったという』その要請に応じてなったのが本書である
社会問題は、すべて社会の矛盾に起因するものであるが、田島はその原因をつぎのように論評している、
社会不平等は往々適当なる程度を超へ人が社会を組織したる本来の目的に適はざるに至ることあり、即ち社会の優者と劣者との懸隔が極点に達
。｝竝
し、社会が至て富貴なるものと、極めて貧賎なる者との両極端より成立して杜〈中間に之を結合融和すへき元素を欠くに至るときは、社会の平和は久し
．（』艀へん
からずして必ず破れ、騒乱革命等の災変（異変ｌ「引用者）必ず起るへし：：：（一一頁）
社会問題は、経済上富の生産よりは寧ろ其の分配に関する問題なり（九頁）
社会学は先づ社会の現在及び過去を研究して社会の要素性質起原発達及び目的を発見し次に社会を組織する個人は将来如何なる方怯にょ
社会の進化を促進し人類生存の目的を貫徹すべきやを講究する学問なり（三一二頁）
(26）１７５ 
社･会学伝来考
第
五
章
社
会
進
化
に
於
け
る
宗
教
の
職
掌
第
六
章
素
孑
来
智
力
的
の
も
の
に
あ
ら
ず
第
十
章
結
論
ｌ
で
あ
る
』
したものである“チャールズ・ダーウィンの進化論は、どこまで応用できるか『一個人、一動物におこなわれるごとく、社会にもおこなわれるか
内容の概略は’第一章概論第一一章人類進歩の制約第三章進歩の制約は理性の制約を容るものにあらず第四章人類歴史の実相
第
五
章
社
会
進
化
に
於
け
る
宗
教
の
職
掌
第
六
章
泰
西
文
明
論
〈
上
）
第
七
章
泰
西
文
明
論
（
下
）
第
八
章
近
世
社
会
主
義
第
九
章
人
類
の
進
化
は
本
ド
ナ
ル
ド
・
莞
Ｉ
ン
の
師
で
も
あ
る
、
ザ
之下層社会』（明治鉋・４）である。東京の下層社今
の著述は、松原の作品の続編とでもいえそうである』
社会問題とは何か》言い換えれば、それは下層民一
横山源之助〈一八七一～一九一五、明治期の社会問題研究家）は、はじめ弁護士になることも志したが、二葉亭四迷や松原岩五郎との交際を通
じて社会問題に関心をもつようになり、『横浜毎日新聞』の記者となると、下層社会の実態に調査のメスを入れ、これを世に紹介したのが『日本
之下層社会一（明治兜・４）である。東京の下層社会を描いたものに、すでに述べた松原岩五郎の『最暗黒の東京』（明治珊・Ⅱ）があるが、横山
そして附録として、日本の社会運動の過去と現在と前途について叙述されている．
ひかせ善』“んぞく
「第一編東京の貧民状態」の第一二章は、〃日稼人足〃の項目であるが、いま著者はそれをどのように分類しているか見てみよう．日稼人足とい
、
つ》し、肌『》）いうついフつ，あ｝フ（一）ｒ
この訳本はよく売れたようで、明治一一一十一一年に初版が刊行され、同一一一十四年まで四度版を重ねた。ちなみに角田柳作は、アメリカの日本文学者
第
一
編
第
二
編
第
三
編
第
四
編
第
五
編
手工業の現状
機
械
工
場
の
労
働
者
小
作
人
生
活
事
情
職
人
社
会
東
京
の
貧
民
状
態
そ
れ
は
下
層
民
の
問
題
に
外
な
ら
な
い
横山の『日本之下層社会』の内容の概略は、左記の通りである』
174〈27）
せ
い
た
ろ
う
窪田静太郎（一八六五～一九四六、明治から昭和期の内務官僚、社会事業家）の小冊子『社〈素的制度一班』（明治躯・６）は、社会の弱者を保護
するための公私の諸制度について言及したもので、この制度はイギリスにおいて最も早く発達したものである。社会的制度をおこなったり、助長
するために行なう行政を社会的行為という。
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
》
と
く
に
土
方
、
し」ているのである（一四頁）、
を
制
限
す
る
こ
と
だ
と
い
う
’
１
 
村
井
が
考
え
る
、
社
会
、
菫
社
会
に
対
し
て
責
任
を
負
う
、
』」窓）し少ｂし
村井知至（一八六一～一九四四、明治期のキリスト教社会、王義者）は、同志社神学校、アンドーバー神学校（アメリカ）、アイオワ大学に学び、
しだいに社会主義に傾斜し、それを同胞である日本人に伝えたいとおもって執筆したのが一社会主義』〈明治弛・７）である》
内容の概略は’第一章欧州現時の社会問題第一一章社会主義の定義第一一一章社会主義の本領その他Ｉ「である『｜
村井が考える、社会主義の理想社会とはどのようなものか。それは社会と個人とが調和し、協同して社会全体の幸福を菅うものである》個人は
窪田によると、どんな国のいずれの時代にも、多少社会的制度はあったという。こんにちの社会的制度の中でもっとも重要なものは、労働時間
社会もまた、個人に対して責任を負う。社会主義の理想社会とは、責任社会のことである（一四四頁）〈｜
福井準造の『近世社会主義』（明治駆・７）は、五一一一一一頁もある大著である「凡例」によると、同書はフランス革命以後のヨーロッパ諸国
(五）Ｕ､）ロ（二）Ｈ
道
路
の
修
繕
な
ど
に
出
る
人
足
土
木
工
事
に
従
う
人
足
（
土
方
）
土
木
工
事
に
従
う
人
足
（
社
会
に
使
役
さ
れ
る
人
足
大工、佐官、石工のもとに属する人足
物
品
の
運
搬
に
従
う
人
足
とくに土方人足についていえば、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
日々親方を異にしている》土方には必ず親方や兄貴がいる。「土方は固より細民の階級に属
(28）１７３ 
社会学伝来考
〈英・独・仏）の社会主義を描写したものであり、目餉
ろ、必ず社会問題が随伴し、したがって社会党が興る、
辰巳小次郎の講述「社会学」（明治躯。？）は、全十三章あり、内容の概略はｉ１ｌ総論、社会現象の部類、野蛮人の体格、情感、知識、思想につ
づいて、死生、瞑界、鬼神、宗教の思想、社会の進化、男女異同、家族の組織１１である」
辰巳は社会学を定義し、
と述べている》また社会学の父コントにも一一一一口及しているが、いまはそれにふれない」
と
と
き
お
た
轟
十時弥が、．Ｉネル大学の７エーアバンクスの『社会学』（明治、、・６）を訳出したのは、新創の学である社会学を学ぶことが急務である、と
こ
く
か
せんご』っ
考えたからであり、斯書を訳述することによって「刻下（いま）の学界に繊毫（わずか１１引用者）の貢献』をＩ）たいと思ったからである》
この訳書は、全十四章から成る』内容の概略はｌ緒論第一章社会の有機的性質第一一章社会の物的基礎第三章集合体社会に於け
る諸人の関係第四章社会的心意第五章社会的活動の原因第六章社会的活動の法式第七章社会の産業的体制第八章社会的単位
としての家族第九章社会的活動の機関としての国家第十章社会学の立脚地より見たる個人第十一章社会的発展の外的記述第十二章
社会的発展の過程第十一二章人間社会に於ける自然淘汰第十四章人間社会に於ける自然淘汰（承前）Ｉである》
島村満都夫の『社会改良論』（明治調・８）は、いったい何をいわんとしているのか、つかみ所のない書である。が、著者は「卿等と共に社会の
乱調を正し、人心の腐乱を防がんことを期するのみ」（「序論」）と述べているところから考えて、社会の秩序を乱し、社会の変革を望む主義者に
乱
調
を
正
し
、
人
心
の
腐
乱
を
防
が
ん
こ
と
を
》
対
し
て
予
防
線
を
張
る
意
図
が
あ
っ
た
も
の
か
。
じ
さ
ほ
ろ
〃
ん
た
ら
「自棄は社会を滅ぼす〈』…。：顕達〈身分
お
こ
に
応
じ
て
、
最
善
の
道
を
行
な
は
ず
、
国
家
の
法
社会学とは英語にソンオロ》ンＩと一五ふ学問にして世間或は之を訳して世態学と云ふ社会の発達進化盛衰成敗する原理定則を研究する学問なり
‐
 
社会とは人類群居して相生義し相保全する所以の組織なり（一頁）
｝’ 
ねと
ひ
せ
ん
唾〈身分のたかい人…ｉ引用者）を嫉まず、卑賎（・身分がひくく、いや－‐）いこと）
臆
・
浄
ら
一墨
国家の隆昌は卿等の立・身と共に期して俟つくきのみ」〈「序論」六頁）を読むと、
目的とするのは「社会主義の本質を説明する」ことであった。著者によると、文明があるとこ
ルー
ロ
ま
す
ま
す
体
制
維
持
派
の
発
言
の
よ
上しなど
か
く
声
』
そ
ぶ
ん
を侮らず、各白］其の分〈地位）
172（29） 
い
人
レ
》
う
狛堂久松義血〈か『近世社会、王義評論』（明治鋼・川）を執筆したのは、社会、主義とはいかなう（；【〉のか、川来の大謬見を正すためであったという
これまで世間の人間は、社会主義というと、〃諏激狂暴の空想〃とし、社会党を〃無政府党〃もしくは〃共灘党〃と混同してきたか、こめ誤り
を正すために、社会主義の起源、その変遷について叙し、さらに政治経済的応用の綱領を説いたと述べている〈「例言」
著者によると、社会主義というのは、十九世紀の新産物であるというⅢその起源をさかぬぼろと、フランスのルソー‐、千一ルレィ、マブレィなど
にたどりつき、かれらはまず自由平等の主義を唱道し、イキリスではロバート・オーウェンか協同作業の理を説き、ドイツのへ１ゲル、フィーヒテ、
ラッサルなどはこれを一般に知らせることによって、ようやく発達したと述べていス》〈四頁〉
本書は全十六篇四十八章から成っているか、いまその内から代表的な標題をしるしてみよう’１１社会および社会主義の新旧名実如何、近世社
会党の目的と物質的資料〈第一篇第一章〉、仏国革命乱とセィント・シェ」ンの勢力（第一篇第一一章）、不平等社会の現状、哲学士の達識（第二
篇第六章）、君主と庶民とは国家における二大勢力（第六篇第十九章）、救世軍の組織、貧民働者の種別（第十四篇第四十一章〉、社会家、
政治家の天民的大任務〈第十五篇第四十六章）、廿年前め自由民権説と現今の社会主義（第十六篇第四十七章）等々．
せむためなり一〈「凡例」）としている
！
 
１
１
で
あ
る
内容の概略は’第一編社会に関する学説を論ず策一一編社会の要素及造構篭編社会の歴史的開発第四編社会的進動法則及原閃
訳者である遠藤が呼び方を変えたのは、只丁ま単に社会学となすは
遠藤隆吉訳『社会学全』
|]本大学文理学部附属図書館蔵〕
喝・樺』つ、きな．・
遠藤隆士ロ（一八七四～一九四六、日本社会学研究所、巣鴨学園を創設）の一社会学
全』〈明治泌・９）は、アメリカの著名な社会学着フランクリン・ヘンリー・キィディン
グズ（一八五五～一九一一一一）の『雪苣直暑｝（昏言｛くい一〔）ｇ〕岑一空（］毛②）（『社会学原理』し一
で、》６訳牡一る）を反訳したもめてあう（〕
ザ
・
昌
一
し
）
’
ひ
と
つ
し
多
才となすは一は以て称呼を便に－‐）、一は以てスペンサー氏の和訳社会学原理に区別
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各界の有志らがその可否をめぐって、それぞれ意見を述べている
（｝も
内容の概略はｌｉ第一篇総論第二篇公娼果して廃せらるべき平第一一一篇廃娼論者の迷蒙〈、心のまよい？ｉＩ引用者〉ｌ「ｌである明治
五年（一八七一一〉政府は娼妓開放令を出し、娼妓はいったんは開放三五たか、妓楼主と遊女との関係はすこし凶〉変わらず、かえって遊郭はます宝
す
繁
盛
す
る
様
相
を
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し
た
この本は、どうも公娼制を是認する側の、プロパガンダのようにも受けとれる一キリスト教的廃娼の考えに反対し、内務省当事者の措置に反
勺〉
・鯰．万
対するわれ「われは、徹頭徹尾公娼制度の精神基礎を牢固にして、進んで之れを完成を希ふものなり一〈五頁）とある
の
ぷ
た
岸本能武大（一八六六～一九一一八、高等師範学校教授、早稲田大学教授）は、同志社英学校、同神学校を経てハーバートー大学神学部を卒業し、
は
じ
弘
明泊一一十七年〈｝八九四）七月帰国Ⅵ同年九月より大西祝の紹介により東凉専門学校で比較宗教蝋、論珊学、インド哲》十、社会学などを講卜）た
門学校でおこなった講義か母体であり、それに手を加えて世に問うたものである一般の読者に、社会学とはいかなる学問か社会はいかにして
生じ、いかにして進化し、またいかなる性質やｎ口的をもつものなのかこれらの問題の概略をさずけるために平易に著したものである
内容の概略はＩ「ｉ総論〈社会学の字義、定義、社会主義と社会学のちかい、社会学研究の利祐など｝のあと、本論かくる第・軍原人の状態
岸
本
の
Ｉ）し一｜虫“》冠』
一娼妓存廃断案』（明治調・川〉は、娼妓〈遊女）を廃止すべきか、それと、Ｙ「〕残しておくべきかの意見を集約した、きわめてユニークな醤である
薗
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Ⅲ山 ８－Ti ANOllTLINE OF SOC10LOGY 社会学』〈明治綱．ｕ〉は、かれか著した唯一の社会学譜である『「緒言１によると、同書は明治二十九年〈一八九六）東京専
項綬豊噸瀧龍武太署
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岸本能武大著『社会学上
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会のすべての面に日］をむけるようになり、偏狭な人間にならないですむということてある、
つまり社会の動き、人間の行動を－‐）つかりと見通す眼識がやしなわれるだけでなく、公平無私なる人間になれるということである。岸本は述べ
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同書は小冊子（全八一一頁）である全七章から成っており、内容の概略は’第一章緒論（上古時代）第二章唐の五保〈令制によって定
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著者によると、同書は、法理研究会において発表した報告が母体になっており、それに一、この剛正を加えたもので、五人組制度の研究の梗概
て
い
る
。
三浦は江戸時代の庶民の隣保組織（法令の遵守、相互監視による犯罪の予防、連帯責任による貢租の完納）である“五人組〃の淵源を攻究し、
曇輕繊五人組制度の起源』（明治調・皿）を世に問うた。徳川時代、五人組制度は全国的に広くおこなわれ、各藩は民政のかなめとしたが、維新
で
あ
る
と
い
う
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て何事によらず能く偏僻（へんべきＩかたよった考えＩ引用者）の過失を免かれ得ること．即ち是れなり一「第九節社会学研究の利益」四Ｃｌ四
一頁）ひろゆ
き
周行（一八七一～一九一二一、明治から昭和期にかけての歴史学者、京大国史学科の基礎をきずいた）は、中世史・法制史・社会経済史など
『鱸熱田
社会統計学』（明治認・囮）は、アメリカ、リッチモンドのメーョル・スミスの『社会統計学』を訳述したものだというが、原
(32）169 
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同書は五六八頁もある大部なものだけに、編章もじっに多い」内容の概略はｉｉｉ第一編序論第一章社会学の用に於ける統計第二章統
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翻訳を刊行することになった。
を行政や立法に役立てるためである。一国の政府は、
〈「第一編第一章社会学の用に於ける統計」一一三頁〉》
岡百世の「社会学」（全一一一○頁、明治別・１）は、本願寺の教務講究所でおこなった講義を活字にしたものである。「第一篇社会学概論」の冒
頭において、つぎのように語っている。
ともあれ、呉は仕事の余暇に少しずつ訳筆をとると、『統計学雑誌』に掲載しはじめたが、折から東京専門学校も早稲田叢書の一巻として輿の
ところで社会学と統計学との関係ｌ社会学にとって統計学はどんな効用があるのか。原著者によると、人か統計を集める第一の目的はそれ
斤攻や立法に役立てるためである。一国の政府は、貿易・財政・軍事・富源などの統計とか、国民の経済社会の状態を知らねばならないという
さらに社会学の父コントを評して、
第一節社会現象ト社会学吾人ハ社会学ノ講究二入ルー先キダチ社会現象ナルモノガ宇宙ノ万有現象中如何ナル地位ヲ占ムルモノナルャラ
ぞ
し
そ
知ラザルベカラズ。抑モ宇宙ノ万有ヲ察スルニ、現象トンテ吾人ノ目二映》ン吾人ノ意志感情二接スルモノ紛然トンテ実二雑多ヲ極ム、日月ノ天一一
げ
ん
さ
ぞ
し
ゅ
ん
Ｕ
中、ン．百花ノ研ヲ競上、鳥獣ノ議爾（うごめく）ダル、一二皆十此レ現象ノミ〈一頁）
むづから
実二社会学ナル｜科学ノ世二紹介セラレタルハ仏国ノ実験哲学講者「オーーギュスートー、コント」の力トスベク
タルハ千八百一一一十九年ニンテ、氏ノ箸「実験哲学」ノ第四巻一一褐ゲラレタルヲ濫鵤トス一一一一頁）
？や』ワマャロずづ・Ｉ
社会学ナル学名ノ姑メテ世二生し出一Ｊ
168（33） 
この本は全十章から成っており、内要の概略は’第一章社会学の概念第一節社会学の起原第一一節社会学と社会に関する諸学との関
係第一一一節社会学は社会に関する諸学の基礎第一一章社会学の概念〈続き）第四節社会学は終極の科学なり第五節社会学の定義及び
研究法第六節社会学の必要を生じたる事情及びコント以来の沿革第一一一章社会の真性第四章社会物理第五章社会物理〈続き）第
六章社会心理第七章社会組織第八章社会進化第九章家族及び国家第十章社会の目的Ｉである》
浮田は社会学について講義するにあたって、その起源から語っているが、当然コントやスペンサーの学説を紹介している、アメリカの社会学者
レスター・フランク・ウォード（一八四一～一九一一一一）は、’八八一一一年に『動的社会学』ロミミミ符啓ｓ臼廻を著したことで知られているが、こ
のようなタイトルをつけたのは、スペンサ１の社会学と区別するためであったという’いわく１１
浮田和民の『社会学講義』（明摘
て本にしたのが同書であるようだ》
同書（全一一一一九頁）の目次をみると、全六編一一十一章ある》附録には「社会組織各階級機能分配一覧表」がついている』なおこの本は、明治三
十六年一月「絹堂先生箸社会学と哲学』〈文学同志会蔵版）といったタイトルのもとに再刊された。
著者によると、この書物は日本社会の現状、社会改革の唱導、個人と社会の関係、家族生活、社会道徳、日本現時の社会問題などについて論じ
胴堂久松義典の『社会研究新論』〈明治弧
にして著したものである、と「序」にある。
殉戸山ニ
スベンセルの社会学の帰結は詰り自由放任主義である》社会学の原理、原則を以て社会を建設１）直すと云ふことは、コントにはぁっなコンートー勿考
では、社会学の成立った所で、其の原則に由って社会を鱗成すると玄ふつもりであった。革命ではいかない。所謂仏蘭西革命以来、社会の心は盲動的に
と
か
く
界
だ
卜か⑫
社会を建設せんとして居る。兎に角社会と一亥ふものは有機体である》過去の歴史、風俗、習慣等に拘はらず、漫りに空理空論に由て建設せんと－）ても駄
目迄革命は駄目だと云ふ説であった（第一一章社会学概念、六一一一～六四頁）
（明治弘ｉ）は、四一八頁もある大著である》帝国教育会が主催した講話会においておこなった講義をあとでまとめ
（明治別・２）は、アメリカのスモール、ヴィンセント両氏②「社会研究」の結論および三、四の新刊書を参考
(34）１６７ 
社つ会学伝来考
たものという。しかしながら、これは漢語や傍点がやたらと多く、うつして読みやすい論著とはいえない》「第一章」の冒頭は、つぎのような文
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痛痒相関せきる秦越にして、皆四分五裂セリ……（一一一一頁）
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Ｃ社会問題の本領は、何処に在りやと一重ふに、余の見る所を以てみれば人類社会より貧困てふ事を除去し、貧富の懸隔を消滅する一は即ち其本領
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り
と
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ず
（
六
頁
）
泌
○貧困の、王因が配財の不公平に在り、配財の不公平は現社会組織の不完全より来る（四一一一九頁）
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内容の概略はｌ目次一般の説明本編の心理学総論第一章現今の社会学の弱点第一一章社会学史に於ける同類意識説の位置第一一一
章社会現象第四章社会学の体系本論一序言集合意識実現の法則第一章社会進化論第一一章社会本質論第一節社会組織論
〈衰えること、盛んなこと１１引用者）ある所以第三章世界は社会なるか賊〈書物の終わりに書きしるす文）ｌである』“…
第一扉即社会進動論本論一一第一章社会と個人との関係Ｈ第一一章社会と個人との関係口結論第一章結論第一一章社会に汚隆
感
守
社会とは何か』社会は何によって成り立っているのか》遠藤によれば、社会は人間の集合なのである。個人がなければ社会はない〕だから社〈垂
は個人により成っていることは自明の理である》社会は一方において人間の集合であるが、他方においては合意の上に成立する精神の連合でもぁ
遠藤隆吉の『現今之社会学全』（明治弧・７）
現象之学也。社会現象明而後社会学可得以成也〉
る、という（「一般の説明」一頁）。
遠
藤
に
よ
る
と
、
社
会
】
では社会現象とは何か。
六
頁
、－〆｡
遠藤が「第一章現今の社会学の弱点」の中で論じている要諦は何かといえば、社会学は統一なき学問であるという、そして社会学を論じるざ
そ
せ
り
‐
・
いに学者が陥りやすい点とは、一つには社会の組成（構成）を説く看、一一には社会の原力を説く者、一一一には社会の心理を説く者がいることである
℃ヅレ」津
社会現象は、社会なる結合体の中‐で起るすべての現象を意味しない“社会を基（基礎）とし、個人を通じて起る現象が社会現象である〃個人
社会学とは何か’
日
本
最
初
の
政
党
は
自
由
党
に
し
て
初より労働運動に意を有したりき
た
しが為めなり…．：（一頁）
社会学は社会現象を論ずる学問だという。だから社会現象さえ知れば、社会学はその対象を得たも同然であるく一○頁）、それ
其の組織ざれしは十三年の十月なりき、而して自由党は其政綱の中に「社会改良」てふ小文字を有し自由党員は最
や｝
之れ被等が純理の崇拝者たるが為めなり、之れ被等はルウソウの民約論と共にスペンサーの社会平権論を愛読したり
は全六十八頁からなる小冊子である．「序」は漢文で書かれている一曰く１１社会学者。論社会
０
 
(36）１６５ 
社今会学伝来考
須藤求馬の『日本女史全』（明治別・８）は、日本女性の古今の情態〈ありさま〉について叙述したものである。著者によると、日本の一一一千余
年の間における、女性の発達進化の跡について描いた譜があることを耳にしたことがないという》著者が本書を執筆した動機をいうのは、その間
強ひて社会学提綱と名けっ」とあ蔓内容の概略はｉ第一章
Ｉ
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第
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章
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の
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制
第
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章
制
度
の
残
存
１
１
で
あ
る
》
からすれば、社会があるために起れる現象が、すなわち社会現象である（『第三章社会現象」一六～一七頁）々
遠藤が観るところ、社会学はまだまだ幼稚な学問である．だから学者の体系が一致することはない、
市川源一一一訳『社会学提綱』（明治別・８）は、ギィディングズのご冨三｝ミ等Ｓ臼四》（三一『）（一社会学論』とでも訳せる）を反訳したものでぁ
隙をうめ、
る戯Ｉ
で
あ
る
。
隙をうめ、教育の一助とするためであった。
同
書
は
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頁
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上
も
あ
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大
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が
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司
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むずかし
「凡例」には、「一原書名を訳せば、須らく社会化論となすべきなり。然れども其の名を聞いて、やがて其の実を知ス》の難からんことを恐れ、
０レ
な弾ラ
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この本の冒頭は、つぎのような文章ではじまる。
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い
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鰯
・
・
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た
み
こ
と
注
ご
我国上れる世には、男尊女卑の風（ようす１１引用者〉なし、これあるは、儒教伝来の後に始まれり、伊弊諾伊弊円一一尊、首めて世に出て、国士を
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かみひし｝
の
シ
と
お
ぽ
ひ
一
毎
晩
の
み
こ
と
リノ、》》・勺
し
よ
う
て
つ
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164（37） 
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
緒
言
労
働
運
動
の
必
要
他、結論社会主義者の理想国スイス１１である》
Ｃ・）畠〃〆呰夙）里。。
西
川
光
次
郎
（
一
八
別・加）は、労働葎
のという（「例言」））
この講義録は、全一一三頁である、内容の機》
及
び
研
究
法
第
四
社
会
学
研
究
上
の
警
戒
第
五
織
第
十
社
会
進
化
及
び
社
会
の
目
的
ｌ
で
あ
る
．
浮
田
が
説
く
社
会
学
と
は
い
か
な
る
も
の
か
」
そ
魚
と
あ
る
、
浮田和民の『社会学講義』（明治別．ｕ）は、この年の一月に刊行した同書の再版である』
浮田和民の「社会学鋼要」（明治別．、）は、曹洞宗青年夏期講習会で講述したものを講演集に収録したものである「例言」には、
・すこ夢
私のこれから講義致しますのは、社会学と一万ふのですが、此社会学のことは、頗る新しい学問で、実は今日他の学問の様に成立して居ない処の学問で
葱へい》か
あるのです。仏蘭西英吉利凋逸亜米利加等の学者の中に大分研究しつ，ある人があるが、まだ社会学の全体と云ふものは組織が成立して居ないの
偲
罰
・
言
一本集は、その題名に標示する如く、我同志（なかま「１１‐引用者）が発起せる（思い立って事をはじめる）夏期講習会に於ける講演を蒐録せるもの
額・可一宇」』」
）」ムノ岳へ‐僻
にして、今莚に版行すう（）所以のものは以て会員諸氏の参考に供すると同時に、種々の事情に因り講筵に列せざりし諸氏の希望に応ぜんがためなり、
（一八七六～一九四○、明治期の社会主義者、大逆事件後転向し、のち精神修養家として著述活動に従った）の『社会党』（明治
労働運動の必要と欧米各国の社会党が目的を達するために争闘している様子を、英米の労働新聞や雑誌から材料をひろって記したも
緒
言
労
働
運
動
の
必
要
⑩
当
然
の
こ
と
な
り
②
救
済
の
道
第
二
章
欧
米
の
社
会
党
ド
イ
ツ
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ベ
ル
ギ
ー
、
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ラ
ン
ダ
そ
の
内
容
の
概
略
は
ｌ
第
一
社
会
学
の
概
念
第
一
一
社
会
学
と
他
の
関
係
諸
科
学
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三
社
会
学
の
単
位
定
義
分
類
戒
第
五
社
会
と
は
何
ぞ
や
第
六
社
会
有
機
体
説
の
批
判
第
七
社
会
物
理
第
八
社
会
心
理
第
九
社
会
組
その概念や定義はおよそつぎのようなものである．
(38）１６３ 
社濤会学伝来考
は
た
の
波多野精一〈一八七七１１一九五○、明治から昭和
こ
の
伝えるのに貢献－」た名著である）波多野は、「是小》
な
り
動き〉を叙述したる９ｈ）の也」（「序」）といっている》
内
容
の
概
略
は
ｌ
古
代
哲
学
史
中
世
哲
学
奥
近
冊
と
ス
ペ
ン
サ
ー
に
つ
い
て
短
い
解
説
を
あ
た
え
、
コ
ン
ト
の
叙述している》
遠藤隆吉講述「社会学」（明治別．？）に関して、下出隼吉は「明治社会学史資料」〈『社会学雑誌』第二十一一一号〉において、「原本不接」とある、
これは遠藤が哲学館第十四学年高等学科においておこなった講義であり、全一六○頁ある》国立国会図書館に、製本し直したものが架蔵言れて
いるが、奥付はない）したがって刊行年についてはっきりしないが、明治一一一十四年の出版であろう一一
内容の概略はＩ総論第一章社会学の目的第二章社会学と社会科学との関係第三章社会学の体系本論Ｈ第一章社会学とは何
んぞや第一節社会有機体説第一一節社会の髄脳第二章社会現象とは何んぞゃ第一節社会現象に関する諸家の節その他ｌである
ヘシー』し」里ノ
遠藤が講義の酵頭（「序論」）において論じている社会学の定義、目的、略史は、つぎのようなものである》
悪
か
な
か
転
た
社会学の定義は中々複雑に渉って学者間にいるｊく、１の説があります．それでまづこれがよい定義であると恩ふのは、社会学は何んであるかと一玄ふに
社会組織を研究する学問である。その目的は社会に於ける人類の関係を支配する所の法則を発見するに在る（三一一頁）
い
心
轍
愚
か
と
つ
社会学と云ふ所謂一の学問の大系はまだ成し得ないのです。社会学の講義は頗る困難で、講ずるものは自分でヤハⅡ，研究する所の態度を取らんけ
ればならんのである｛一一頁）
です（「第一社会学の概念」一頁）○、明治から昭和期にかけての哲学者〉の癌哲学史要』（明治別．、）は、広く長く読まれ、哲学の史的知識を
こ
の
た
波多野は、「是小著くじ言いは三六六頁あるＩ引用者）は、初学者の為め西洋哲学発達の大勢（ぜんたぃの
近世哲学史「Ｉである』とくに近世哲学史の「第八章十九世紀の英仏の哲学」において、コント
ントのところでは、その実証論と知識発達の一一一階説を、スペンサーのところでは、第一原理について
162（39） 
膠建部遊吾の『社会学原理』〈明治制．？）は、五六Ｃ頁もある大著である東京専門学校でおこなった講義が母体となっているふしぎなこと
に、同書には著者の「序文』もなければ、・奥付もついてはいな堕
建部は同書の冒頭においてこんなことを述べている社会についての科学的な研究は、好結果を呈してきており、社会的現象に関しても精確な
る、かつ日新の勢をもってその領土を振張する知識の》体を有す、とのべ、社会学と域統一体と観られる社会を組織的に叙述し、解釈するものと
しうかれによれば、『社会学は実に社会的現象の普汎科学」なのである（五頁）／
川内容の概略はＩ…第一一術社会理論の要素第一章社会学の観念第一一章社会学の範囲第一一一章社会学の研究法第四章社会学の問題
Ｍちこ〉・グ
第一一編社会の要素及び結構（きば、構え１１引用者）第一一一編社会の歴史的進化第四編社会的進動法則及び原因１１「である
同じ建部の一社会学』〈明治胡。？〉も、早稲田大学における講述を本にしたものであるこれは四（）四頁もある大著である一内容の概略は
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建部迦吾箸『社会学原理』
L早稲田大学中央図書館蔵〕し.
｛｝、
ルー）一一一
杉
弓
く
い
」
ｂ
し
社会学は幼稚なる学問なり、其の著書実に多なりと雛も然か’し或は社会の一万面或は
げ
』
）
諄
“
ニ
ホ
社会の自然状態を記述せるか如き類にして其の体系の完全せる者に至りては－０〃□之なし
一人画へ）
ｆ
え
か
社会学は社会を論する学問なり、恰Ｊ沿〕動物学が動物を研究し、鉱物学が鉱物を研究する
と
一
般
社
会
学
は
社
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を
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究
す
る
学
問
な
り
換
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す
れ
ば
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会
学
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対
象
は
社
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り
是
的
故
ぞ
４
に社会学を研究するには先づ社会の何たるか．枕〈か如何に他の自然物象と区別せらる、
かを解明せざる可からざるか如くなれども．此れら等のことを詳細に論述するは社会学の
究
極
的
目
的
に
し
て
学
者
の
見
解
も
亦
た
ま
だ
》
定
せ
ざ
る
所
あ
り
｛
一
頁
）
４０)１６１ 
》』７ 
〃
震
一蕊多ｊ帯川熟条建部遜吾講述１１１「ｌ「東京専門學校蔵版
。Ｌ■■■■ＩＤ■■Ｕ０ 藤岸
》すＩ「ｌ「「１１１
Ｉ 
社会学伝来考
建部によれば、社会学徒が斯学の首途（旅立ち）において準備する必要があるのは、人類の歴史についての心得、つぎに人類の思想の変遷や発
達について教えてくれる文学や哲学の歴史的知識、ついで社会学の研究を正確なものとしてくれる論理学や数学、ことに論理学における演緯法や
帰納法のざまざまな形式方則は、社会学の研究においてよく用いられるものだけに重要であるという。
それから社会学の研究に進む者が、まず学ばねばならぬ点は、社会学の義解（いみ）とその問題、その研究法である。そしてその歴史的発達の
跡をたどり、こんにちにおける地位を明らかにし、学問の全体系と斯学との関係およびいまの人生および世界の問題と斯学の研究との関係を明か
西川光次郎の『枇霧蕊父カールマルクス』〈明治率４）は、小著（全一○四頁）である内容の概略はＩ第一章緒言⑪人道の義士②
、刀
社会主義の動機③カール、マルクスは冷酷の人なりし乎第一一章前半生第三章後半生第四章他の半面第五章マルクス、王義第六
章結論１１である。同書はマルクスの人と思想について書きあらわしたものであり、「第一章緒言仙人道の戦士」は、つぎのようにある
にすることである（｜～一一一頁）。
屯
力､
じ
ん
た
山口鍵大の『社会学全』（明治弱・７〉は、講述をまとめ本にしたものか》全五一一一頁の小冊子である》内容の概略は１１１第一章社会的組織及
び性質第一一章社会的民衆第一一一章社会的結合第四章社会的個人第五章社会的保存第六章結論１１１である。
社会学とはいかなるものか、山口の定義は、つぎのようなものである『
浮田和民講述の「社会学綱要」〈明治弱・６）は、明治三十四年十一月に刊行きれた曹洞宗青年講習会編纂一夏季講習会講演集』とおなじもの
『』シユ」し》（脈トイヅ）
〈質”イツ）
マルクスの説は悉く燭乙社会党の採用すう（一）所となり猫乙の社会党を通トー｝て又世界各国社会党の採用する所となれり……マルクス主義は労働運
動の真精神なることを論じたるが、此は又マルクス主義の下に各国の社会党が統一されつつあるの事実より証明することを得くし（九九頁）
蝿
た
自己の欲を犠牲にしては其の身を犠牲とするの道徳心なき者の改革者たる能は皇」るは一五ふまでもなきことなるも、単に温厚の君子人たり、単に
品格ある紳士たる者も亦改革者たる能はざるを知らさるべからず……（一頁〉
160（41） 
矢野龍渓〈一八五○～一九一一一一、明治期の政治家、小説家）は、生前官吏、新聞記者、外交官として多岐にわたって漏躍し、政治小説『経国
リ
勘
う
い
い
美談』の著者として知られている一が、国会開設後、政界を去り、そのころより社会問題に関心をもつようになり、「新社会歸〈明治弱・７）を発
表するや再び世間の注目をあつめた、
『新社会』は、小説というより、十一一のテーマについての随筆を一冊にまとめたような印象をあたえる内容の概略は’’第一回公園の趨遁
第二、一二回旧社会の末路〈上下）第四回新社会の出現第五回から第十回までｌ新社会に於ける工業商業農業及び創案局人民
一般の生活、法律、教育、政治、歳出入、通貨、事業、輸出入１１、第十一回新社会の未来、世界平和の保障第十一一回新社会に入るの注
一般の生活、」
意
ｌ
で
あ
る
‐
。
Ｊ
矢野は人間社会や新社会のあり方について、つぎのように語ってい－る』
》』し】
社会学は読んで字の如く社会
あり、或は宗教上の現象あり、或
Ｈ
ヲ
Ｉ
か
ス
ト
、
コ
ン
ト
は
曰
く
社会学は人類の実験的学問也、
じ
ょ
う
じ
よ
。
つ
おトー
輯
こ
塚
逐一
新社会に入らんとするには、注意すべき条々多１」、凡そ完全なる新組織を行ふには先づ其社会が完全なる本体を術へざるべからす完全なる本体
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
とは如何なるものぞ則ち社会の全員が社会の事に対し総て発一一一一画権を有すること是れなり（一一八四頁）
社会学は社会制度の起原及発達を研究する学問也三頁）
ロ
ス
ベ
ン
サ
ー
は
曰
く
▲》字
『●』
「人間社会は全社会の幸福を以て百事の基礎とす」と一重へる：本義及び土地資本は遂に社会の公用に帰すべしとの手段は是れ万国不易の大道にて
／￣~･ 
ﾉ’ ．Ｌ 
夕へ
〈）
￣－￣ 
百
＜＞ 
焔
ワ
Ｌ
か
社会に関する学問にして社会の現象を研究する科学也、然れと。γロ社会の現象は
こ
い
諺
・或は美術、文学上の現象あり、是等を統括して社会の現象と云ふ也（一頁）
す
べ
人類社会に関する凡ての学問の目的の統〈口也
ここ＃
極めて複雑にして或は政治上の現象
(42）159 
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内容の概要は「１１緒論第一章社会とは何ぞや第二章
篇
社
会
の
職
能
及
び
機
関
第
三
篇
社
会
の
発
展
１
１
で
あ
る
、
と
．
と
吉
小
た
愚
十時弥（一八七四～一九四○、社会学者。のち第五高等学校校長）は、ワェー‐アバンクス箸『社会学』（博文館、明治、一山・６）を訳したことて
知られている。が、著述も何冊かある。そのうちの一冊が『社会学撮要』（明治弱・８）である．同書は全一一Ｃ九頁ある」
灯
Ｊ
容
刀
既
要
な
「
１
１
篭
論
第
一
章
社
会
と
は
何
ぞ
や
第
一
一
章
社
会
上
の
法
則
第
一
一
一
章
社
会
学
と
社
会
的
科
学
と
の
関
係
第
一
篇
社
会
の
本
質
第
二
といった文章は、政府の施策を皮肉をこめて暗に批判したものか、
新見吉治と柴山鷲雄の共訳『社会学と政治完』〈明治調・加）は、グンブロヴィッシＰ己量頒○目〕己一・『一Ｃ㈱屋雷～ご｛）Ｐオーストリアの社会
学者）の講演筆記（’八九○年十月十一日ドレスデンにおいて、「社会学の本体について」と題しておこなったもの）を訳したものである〉
この訳書は全六四頁からなる小冊子である、内容の概略は‐‐第一章社会学の本体第一節社会学は独乙科学なるや第一一章自然過程と
しての歴史第一一一章応用社会学としての政治第四章最近社会学の著書についてｌ‐である』
久松義典の『社会学講義』（明治弱・８）は、一五四頁の小著である』これは実体のよくわからぬ書物であるが、欧米各国の社会主義の歴史にっ
、Ｌつ
いて叙述したものか。著者によると、「近代文明の精華たる社会主義は、実験と進化を以てその特色と」（｜頁）するという’
十時は社会学の対象、社会について、つぎのように記している、
い士｛
４〕弓”
：：：今社会学を一つの科学なりとする以上は先づ其の対象を限定し以て其範囲を明確にせんことを要す。
会の現象なるが故に宜しく先づ社会とは何物なるかを限定せざるべからざるなり（一緒論」一一頁）
い
，
』
』
な
「
お
い
こ
戦
な
り
…．：一一個以上の人、相共に共同生活を営むに於て始めて之を社会といふべき也
りう強・
本邦（日本１１引用者）の如きは、社会、王義、社会政策の声まだ世間に高まらざる中に、かの産業組合法、工場取締規則、小学校授学科全廃の如き
寸・で
法令は己に実施せられ．…：（八頁）
０』｝」ニジ
而Ｉ‐）て社会学の対象とする所は
Ｔ・運か
則子勺社
158（43） 
向
ｌ
‐
て
あ
る
．
大原祥一は、アメリカに留学し、ワーナー、ロッス、》ンヨーダン、サムナー等について学んだという、その他の経歴についてはつまびらかにし
ない。同人は社会問題に月ぎめ、筆をとったのが一社会問題』〈明治弱．ｕ）である『
内容の概略はＩｉ第一章理想と実際第二章富の不均第一一一章産業的生産競争第四章国家と労働問題第五章世界の人口第六章
商業と道徳第七章労働組合第八章遺産相続税第九章国家は労働問題に就て干渉するの権利を有する也第十章産業界に於ける傾
社会問題は、現実的な人生最大の問題といった観点から、大原は世の迷妄を打破するためにこの書物を書いたものと想像されるが、「自序」の
中
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
．』し』むづ』（岼
宇』己勺）』｛グ
京都市立盲唖院が編んだ『瞥盲社会史』（明治弧・２）は、社会学的にみてひじょうにユニークな書である．盲人社会の沿革や事蹟についての旧
い
ん
動
つ
記は、年が経るにしたがって漣減しつつある現状にかんがみ、過去の歴史を語るとと、ｙ科）に未来を予告する必要にかられ、本書を編んだという。
炉・人隷』よう
稿をおこすにあたって、江戸時代の記録を経とし、現存する古老〈検校）らの談片を緯と‐し、この小著（全六四頁）をあらわしたという」内
し』よノジ』矢，ｏ
祁
一
小
容の概略はＩｉ！第一章盲人社会（当道１１‐盲人社会の別称ｉ‐Ｉ引用者）の沿革第一節●当道の起源第一一節鎌倉時代「「「Ｉ平家琵琶の起源
し●書・もく
第一一一節足利時代１１１職屋敷の設立官位の制定第四節徳川時代１１１式目（法規・制度を箇条書にした、もの〉の制定惣録屋敷の設立盲人
坐（》盈匹●
一般社会に顕はる第五節明治の初年‐ｉ‐ｉ盲人官位の廃止と盲人社会の解散第一一章官制第一一一章統治機関第四章経済制度第五章
一
般
社
会
に
顕
は
る
第
五
節
明
治
の
初
年
１
１
盲
人
官
位
の
廃
止
と
司
法
制
度
第
六
章
年
中
行
事
及
典
礼
第
七
章
職
業
ｌ
ｉ
ｌ
で
あ
る
）
されや対．
古来、盲人の社〈雪を〃当道〃と呼んだのは、人康親王（平安） 艀遣よ抄よ［、マ
い
必
把
る
近来、商業、工業、政治等の発達進歩すると共に社会は愈々複雑繁多となり所謂社会問題の続々現出するに至りたるは誠に必然免フ（》呵らざるの
り
せ
い
』》
理勢（自然のなりゆきＩ引用者）にして吾人の認識す可き所なりとす．而して斯の社会問題なるものは国民の生命、品性幸福及び国家の組織
つか・己脾」
機能効用に直接関係を有するが故に実に国家の命、国民の運を司る巨大の「スワヰンクス」とも一索ふ可きな、ノ、社会問題なる「怪物」は無心にして
亦無情なり（一頁）
きねや対・
人康親王（平安時代の皇族１１仁明天皇第四皇子、天長人年［八一二一］～貞観十四年［八七四］〉
(44）１５７ 
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へ津汎ノつ
‐し・ん半や
が「是我●当道云々」といったのにはじまるようだ。明治初年に至るまで、盲人社会は一般社会の進歩と並立し、音曲・按摩・鍼治（はり）などは、
こ’れ
盲人が独占していた。同四年盲人の官位も屋敷９℃廃止となり、また千有余年にわたって続いた盲人社会の団結もそのあとをたったという〈八頁）、いき
ざ
久松絹堂（義典のこと）の『社会学問答』（明治調・３）は、社会学の研究者仲間が当時の社会を多面的に観察しかつ考察したｊｂのであり、「肌
か世間の社会知見を啓発し、社会思想を禰養するの一助に充てんとす」（「序」）という’
目次をみると、全四十七章あるが、一五○頁たらずの小著である』内容の概略は１１（一）社会学とは如何なるものなりや（一一）国家と社
会の区別は如何（一一一）個人と社会の関係を説明せよ（四）個人主義とは何ぞや（五）社会主義とは何ぞや（六〉共産主義とは何ぞや
く七）無政府主義とは何ぞや（中略）〈四五）社会学と社会主義の関係如何（四六）社会改革家の理想一斑を説示せよ（四七）社会主義と
経
済
学
の
関
係
は
如
何
Ｉ
な
ど
で
あ
る
．
著者によると、国家と社会はおなじもののように考えられているが、両者はまったく同一ではないのである》国家は社会といった土台もしくは
地盤のうえに建てられた造営物だという。また国家は国民の生存、幸福、進歩について、何でも支配すべきかと問えばそうではないのである》
国家は人間の意思や行動を左右すべき機関でもないのであるく〔一一］国家と社会の区別は如何」四～五頁）・
片山潜の「都市社会主義』萌治珊・４）は、『東京毎日新聞』に連載した「都市経営問題」を訂正増補したものという。片山は若き日に渡米し、
苦学したのだが、エ１ル大学に在るとき、都市社会問題を研究し、卒論も都市問題を論じたものであったと述べている』
わ、が
牛
『都市社会、王義』は一一十一一章あり、一六九頁からなる書物である》内容の概略は‐’第一章我東京市を如何にすべき乎第一一章市制の改良
第一一一章市制の政党第四章市民の負担第五章都市の経済第六章都市の土木事業第七章都市の交通機関第八章から十一一章まで
は、都市の掃除、散水、道路の制裁、橋梁、水路とその使用権など１１である。以下、一一十一一章まであるが、これを略す》
片山は冒頭において、つぎのように語っている？
誕寸・鷺寸’
余は熱心なる社会主義の信者なるが、多年従事し来れる歴史、経済及び社会学の研究は、余をして益々社会、王義に対する信仰を期望とを強からしむる
のみ、蓋し社会主義は必然現時の資本家制度に代りて、人類社会を支配するに至るべきの主義にして、斯の如きは実に経済進化の大勢なりと信ず、
そ
め
而して此、王義が其最初に応用せられて、人類に幸福を賦与するものは、都市主義に外ならず。
156（45） 
以下、省略する』
久松義典の『社会学と事業』（明治率５〉は、全四十八章一一六八頁の論著である》内容の概略はｌ第一篇第一章社会及社会主義の新旧
Ｉ
Ｉ
 
名実如何近世社会党の目的と物質的資料第二章古代の斯主義と近世社会党の進化運動仏国革命乱とセィントニモンの勢力ｉである》
七一頁あり、いまその中味にふれると’’第一回は総論、
の
成
立
、
社
会
の
進
化
社
会
の
理
想
ｌ
の
順
に
な
っ
て
い
る
、
建部は第一回の総論で、社会学はいかなるものかにつ
著者が本書を執筆した動機は、社会党と無政府党との異同点などについて、世の誤解をとくためであった．
建部避吾の『社会学十回講義全』（明治珊・５）は、有志者の求めにより、郷里において夏におこなった講述を本にしたものである“同書は二
一
頁
あ
り
、
い
ま
そ
の
中
味
に
ふ
れ
る
と
’
’
第
一
回
は
総
論
、
第
二
回
か
ら
十
回
ま
で
は
、
社
会
の
発
生
、
家
族
、
国
家
、
経
済
、
教
化
、
社
会
実
在
の
要
件
、
社
会
一名『も
仁
彦
，
。
、
．》Ｂ《後」
か
た
わ
…：．（イギリスから）帰朝以来、余は常に労働問題の為め、眠食を忘れて四方に奔走馳雛（はしりまわる）しつ、ありと雛も、亦傍ら、未だ嘗て我
」・鼻ご吟」かご
都市発達の状態を研究するを怠、ノしこと無く、機を見ては、時々余の我都市に対する意見を発表－）来り……（一一頁）
ひ
ら
……社会、王義を論激狂暴の空想とし、社会党を無政府党共産党と混同せるは、旧来の大謬見なり、本書はこの頑想を閾かんが為め斯、王義の起源及
び変遷を叙し、兼て政治経済的応用の綱領を説明せり（一頁）
Ｕ社会学が人生社会の為に如何にしても避くべからざる必要を以て、我々の研究を促し、来シた大勢は先づ此の如くであるが其研究を全うする
の基礎を置いたのがオオギュストコントである』而してコントの学問の特色は四つ挙げることが出来る（一一一一一頁）
ってある（二頁）
ｃ
ｃ
●
 
社会学とは如何なるＪｂのかと云ふに
社会学はいかなるものかについて語っている』
》）し》
ぞめ其名称の表は、す如く
〈
。
（
」
議斗
社会の学問である』》社会の観念・と学問の観念とを〈口はしたもので、社会学は学問の中の
(46）１５５ 
社会学伝来考
しんうす・い
幸徳秋水（一八七一～一九一一、明治期の社会主義者、〃大逆事件〃の、王諜者として処刑された）の一社会主義神髄』（明治調・７）は、「我国
←」
に於ける社会、王義者の一人諭として、之れを知らしむるの責任あろを感ずるか故に、此書を作れりし（「白Ｈ序」〉と、執筆の動機について語っている
十鉄、こ
幸徳によると、近年社会、主義についての箸訳書を公刊する者はたいてい非社会、王義者だという「著述についていえば、独断に流れ、的はずれの
よ’づ凸叱
ものがあったり、浩瀞な、ｙＤのになると、冗漫であったり、逆に短いものになると、要領をえない憾みもあるという、
そこで幸徳は、同書を箸するにあたって、大要を理解し、要義〈大事ないみ〉に透徹させることを期したという：
内容の概略は’’第一章緒言第一一章貧困の原因第一一一章産業制度の進化第四章社会主義の主張第五章社会主義の効果第六章
社会党の運動第七章結論１１であるなお同書には「附録」か付いており、社会主義と国家、直接立法、国体、商業広告、婦人問題などに
つい｝し藷、い」〒」いつつ、
世界に貧しき人間が多いのは、分配の公平にあずかっていないことに原因かあっ全か、幸徳の筆はそれをつぎのように帷いている」
福井準造の『近世社会主義』（明治沁・７）は、フランス革命以後における欧米諸国の社会主義について描写したものとい『７そして、本書のⅡ
ｆ
ｆ
 
、印さない
鳴呼世界人類の苦痛や飢凍や、ｎ口は一日より急に、月は一月より激也、人類の多数は
牛
平和．幸福、進歩一を犠牲に供せずんば己まざら‘んとす（「第一章緒論一九～一「）百〈）
幸
徳
秋
水
着
融會室義輔艫
東
京
朝
報
肚
騒
行
幸徳秋水著『社会主義真髄
的
は
、
社
会
主
義
の
本
質
を
説
明
す
る
に
あ
る
と
著
者
は
語
っ
て
い
る
同
書
は
五
一
三
頁
も
あ
る
大
著
で
あ
る
内
容
の
概
略
は
１
１
諸
論
第
一
編
第
一
期
の
社
会
主
義
第
一
一
編
第
二
期
の
社
会
主
義
第
一
一
一
編
近
時
の
社
会
主
義
第
四
編
欧
米
諸
国
に
於
け
る
社
会
党
の現状Ｉ‐であるⅢ以下、省略する一
箸
着
い
わ
く
「
社
会
主
義
は
経
済
学
上
の
一
学
説
た
る
と
同
時
に
政
治
学
上
の
一
議
論
な
り
、
此主義の是非霊口悪］を判定するは本書の目的にあらず」〈「凡例」）と、
遠藤隆吉の『教育研究叢書社会学皮研究法瘻一（明治洲・川｝は、同文館の教育研究叢書
〒〈
唯だ其生活の目由、．と衣食の平等とを求むるか
｝人
為めに、
切
の
154（4７ 
の一冊として著したものか。著者による序文は付いていない』同書は一一一六頁ある》内容の概略はｉ’第一章社会学の定義第一一章社会学と
他の科学との別第三章社会学の歴史第四章現今の社会学者第五章社会とは何ぞや第六章社会学の分類第一篇社会形成論第
一
一
篇
社
会
維
持
論
第
三
篇
社
会
組
織
論
第
四
篇
社
会
進
化
論
第
五
篇
社
会
衰
滅
論
結
論
附
論
一
社
会
は
自
然
な
る
こ
と
一
一
社
会
発
達
の
順
一
一
篇
社
会
維
持
論
第
三
篇
社
〈
序
三
社
会
と
個
人
Ｉ
ｉ
で
あ
る
』
社会学が最も盛んな国はフランスだという。フランスにはタルド、ルッールノー、ウォルムス、デュルヶーム、フーィェー、ド・グリーフなど
の学者がいる》タルドは模倣説をもって有名である。模倣説とは、社会現象は模倣によって起るといった説である。たとえば、十字軍のような百
姓一摸のようなものは、みな模倣によって起ったという』タルドは模倣の法則をくわしく研究した》ルッールノ１は材料を蒐集することにおいて
有名であり、またウォルムス、デュルケーム、フーィェー、ド・グリーフなどは、それぞれ著書がある？このほかにも学者は多い』
つぎに社会学が盛んなのは、アメリカである》最も有名なる辮者はウォードであり、著書も多い』つぎにギィディングズ、ヴィンセント、フェ
ーアパンクスなどがいう句少壮学者の中では、キィディングズはひとように有名であるその同類意識説は、社会学会を振動させた学説である》
ドイツにおける社会学は、近年にいたりようやく盛んになった》グムプロウィッ千、『ンンメル、ラッッェンホーヘルといった学者がいる、イキ
る
と
い
う
蔭
リスの社会学は、世間にその名を聞えていない」
遠
藤
は
「
第
四
章
現
今
の
社
会
学
》
。Ｐ
の状勢をしめしたいと述べている』
仏・米・独の社会学の一般的傾向についていえば、フランスは浅薄である》しかし、気抜なところかある』アメリカは心理学的であり、ドイツ
はもっとも哲学的である》これらの評言は、その著書について調べてみれば明かになる一
社会学の全体像を書いた者はすぐなく、社会心理とか社会の発達といった、一部の研究に関したものが名）噌社会学について知るには、まずヴ
よ
う
鯵
インセントの社会学序論（』『二喜言葛こぎ茎ご書》切言暑旦蝕冒ご量噌）を勧めるが、これははなはだ幼澗なる（わかい）書物である．最も高尚な
る書は、ギィディングズの社会学原理（軍営、萱慶＆匹居ご合亀）である。
著者によると、社会上のさまざまの現象は、みな個人の精神から出ており、ゆえにこの点からみると、社会学は集合体の精神を研究する学であ
現今の社会学者」において、いま社会学はようやく隆盛におもむきつつあり、といい、これから社会学者の氏名を揚げて、そ
(48）１５３ 
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この本については、かって社会学と題して翻訳したことがある。ドイツにおいては、グムプロウィッ千の社会学概論（Ｃベ冒己爵号）、
吻冒員（鎧肘）という書物がある。これらは一般書にして、社会学全体にわたっている（’九～一一Ｃ頁），、
同じ著者の『細社会の発達錘鮒響く明治師・１）は、主として古代社会について描いたもので、中世や近世は簡単にふれたという〈「凡例」）、内
お
お
き
ょ
う
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第
一一一ヵ年のドイツ留学をおえて帰国し、明治一一一十四年（一九○｜）東京帝国大学教授となった建部遡吾は、社会学講座を担当するにあたり最も力
を注いだのは、東大における社会学の整備と日本における社会学の発達に意を注ぐことであった．｜
そしてまた研究者としての抱負は、ただ欧米の学者の説を受けつぎ、それにもとづいて研究を進めるやり方を踏襲せず、独自の社会学体系を樹
立することであった。建部の社会学説の中心は、社会をもってそれ自身の意識をもつ人格有機体である、とする社会有機体説であり、社会学的思
想の源を欧米の学者の言説だけにとどまらず、東洋思想の中にそれを求めた“
かれはコントのいう「予見せんがために知る一といった実証精神を重んじ、実証的研究を社会学の研究態度とした（戸田貞一一一「建部先生の恩ひ
か
れ
は
コ
ン
ト
の
い
う
「
予
見
せ
ん
が
た
め
に
知
る
」
と
・
出」『社会学研究』第二巻第一集所収、昭和羽・皿）㈱
建部の全四巻からなる体系書（『普通社会学』’第一巻「社会学序説」（明治町．ｌ）、第一一巻「社会理学」（明治洲・加）、第三巻「社会静学」〈明
ど
う
じ
ゃ
く
治遡・８）、第四巻「社会勤学序説」（大正７．Ⅲ）は、前後十四年にわたる力作である、‐しかし、この四部作は、世人を瞠若たらしむく目をみは
らせる）に十分であった』が、こんにちから観ると、じつに読みずらい研究書である．
『繍邇繩会学社会学序説』（明治師・１）の「款言」において著者は、社会学はまだ学科としてこゅうぶんに発達していないばかりか、体系も一定
せず、いま社会学はそれ自体の全般的基礎的な研究をおこなう必要がある、と述べている』第一巻の内容の概略は！！‐「第一篇総論第一一篇史
論第一章汎論第一一章社会学の源流第一一一章社会学の成形第四章社会学の将来…１１である』
同じ著者の曇麟社会学綱領』（明治訂・９）は、著者によれば理論普通社会学の講義をうける学生の教科書として執筆したといい、同書を入門
書として、社会学の道に進んでほしいと述べている》内容の概略は’’一人文と学問一一社会学の発生一一一社会学とは何ぞや五理法と
は
何
ぞ
や
六
社
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々
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山口狐剣著『社会主義と婦人｡ｆ
［法政大学附属図書館蔵］
建部か説く社会学とは、広義においては、社会の研究に柾ずろ学問であり、狭義においては、社会の理法（法則〉を研究する科学であるそし
十年、‐ｂ
て社会とは何か建部によれば、社会とは一一個以上の人の協同生活の体（すかた）てあうねという（一七頁）
＊
＊
こ
い
人
山口孤剣〈一八八一一～一九一一ハ〉、明治期の社会、王義者）は、明沽一一一十七年（一九ハ）四）上１月、週刊『平民新聞『｛や社会、正義に関する誇物を輔単
｝」、い
につむと、蒲柳の・身を艇して、社会主義伝播⑪ため、東京から下関まで伝道行商の旅にでた〆
かれは一着しかない古洋服に身をつつみ、物寂しい漁村の夕ぐれ、海道の松並木のそばで、失業中の無宿の青年に社会の欠陥、時代の好悪につ
いて語った一ときに明治一一一十八年（一九Ｃ五）の春まだ寒きころのことであった一
テ
ー
マ
山口は、社会、王義について説かんと欲し、その題目を貧苦にあえぐ女性にとった②が『社会主義と婦人繧（〈明治弼・７〉と題する書物である同
書〈四六判、全一四Ｃ頁、発禁）は、十一一章あり、内容の概略は１１第一章緒論第一一章から第十一一章までか社会主義と婦人労働者、貧しき婦
人
、
富
め
る
婦
人
、
家
庭
、
下
稗
、
婦
人
の
職
業
、
婦
人
の
生
活
、
婦
人
の
教
育
、
婦
人
の
道
徳
、
婦
人
参
政
権
結
語
‐
で
あ
る
卜
明治37年（19()4）１()月５日、′]､田頼造（右）とともに社会主義伝
道行商に出るⅡ|口孤剣（左)『両人はニグフ｢1寸有楽町の「平民社Ｉ
ｊＭｊ立し翌年の１月２５日に下関に到着した約3()O里の旅程を
1］４１]かけて踏破した“
（週間新聞「頂言｣i明抽３８．２．１９付）よ')…
(5()）１５１ 
社会学伝来薑考
集員の甘言にのり、詐欺』
密室に閉じ込め監視した》
途に泣く……」（一一一頁）。
著者が説く社会主義とは、いかなるものか。それは働く者には職をあたえ、貧しい者をなくし、社会に生きる男女に公平なる権利と平等を享受
せしめることであった。しかし、現実はどうか。貧しい者は泣き、富める者はおごり、強い者は弱い人間を闇に追いやっている。
また産業革命は、紡績工場で働く多くの女工を生んだが、彼女らは長時間労働と低賃金とにより、極限に達していた□多くの女工は、会社の募
集員の甘言にのり、詐欺的契約書に盲印を捺さしめられ、連れて来られた者たちであった。大阪のある紡績工場では、ひどい食事を出し、酷使し、
し
ｒ
ｊ
 
著者は語る。代議政治は布かれたが、立法の権を握っているのは、小数の貴族と富豪だけである、多くの労働者と婦人は、それをあたえられて
く
び
き
いない。法律ができ、政治はおこなわれてはいるが、一一千万人の婦人の権利は確保されてはいない〈』圧制と貧苦の純に泣いている女性はいか仁多
いことか。
▲
 
〃
ｈ
Ⅱ水祓牧中小杖腿刎噸雛蔦允旧作之巡校閲》｝；し
朝はみそ汁一杯と飯（麦が九割、南京米一割）が出、昼と夜は、たくあん一一切れにア》ンの干物またはイワシ一本と麦飯といった献立であった》
（彼女らは）いささかも滋養の恩恵をうけることなく、鉄道馬車のやせ馬のごとく酷使された》
建部の『糟麺繍全学社会理学』〈明治柵・加〉は、またの名を社会実在論社会実体論という。著者によると、こんにち社会学をもっとも狭義に
破れ一一一味線を抱えて、橋のたもとに立つ女性、あかごを背負い、石炭の運搬にしたがう女性、齢八十をすぎた納豆売りの老女……、
こ
人
手
：
「た蜜に貧しき婦人のみにあらじかし、生活の困難は大石の物を圧、するが如し、才女も職業を捜して困厄し、賢女も技を用るところなくして窮
授戦卵大ヤピン､，豆因米
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著原スグンヂギ
Ⅲ
水
驚
酵
剃
譜
噛
網
斡
部
評
[ 
『’』》「ｉＩｌｉＩ・ｌ１Ｉｊ》や
‐
》
Ｓ
ｐ
Ｐ
ロ
●
■
 
■ｂ⑤６９『
會
學
。》報戸Ｌ叩１１ＩＩＬ
解した場合、社会理学とせざる奏えないという’
熱社会理学（すなわち社会学）は、社会実在の理法〈法則〉を研究するものであり、こつに
よ
雌分けて叙述するのが便利であるという＃一つは宇宙に由り、宇宙における社会実在の理法
箸
ｌ
社
会
と
一
般
実
在
と
の
外
的
関
係
の
根
本
墨
を
研
究
し
二
つ
は
社
会
が
発
生
し
、
存
在
し
、
変
遷
原スグする理法１１社会自体の内的作用の根本原理を攻究気する法を叙するやり方。
、〉群社会学の学理（理論）における根本観念（考え）は、宇宙・人・理法であり、この二一つの
観念を明らかにするのが、社会理学の第一原理（普遍原理）であるという’
150（5１ 
第一一巻の内容の概略はｌ第一篇普遍原理第一章宇宙第二章人第一一一章理法第一一篇普遍原則第一章存在第一一章進化
第一一一篇特殊原理第一章社会の要素第一一章社会の規定第一一一章社会の動因第四篇特殊原則第一章社会の成立第一一章社会の
Ｑ
 
発達‐‐Ｉである《、
Ｉし搾いつ》ごレムいつ
これは四四八頁もある大部な訳書であり、全部で一一十四章から成る：内容の概略は「’’第一章民族と社会第一一章人類の聚業群居をなす
に適する地第一一一章人類の聚業群居するに至る方法第四章社交的民族の合成及び合一第五章社交的個体の実用的活動第六章社交の
発達第七章協力第八章社交的快楽第九章社交性第十章社交的個人の類別１１である、
ギィデイングズがいう社会学とは何か』》かれによると、社会を科学的に研究するのが社会学だという』そして社会学における研究の単位は、社
交的個体であり、その性質、その習性、その活動を考究するのが社会学なのである。
で反訳したものである》
明治一一一十一年、内閣の不和によって第一一次松方内閣は崩壊し、代わって第三次伊藤内閣が成立したく”超然内閣〃）。しかし、伊藤は地租増徴案
を否決され、さらに民党合同といった新しい事態をむかえ、政権を投げだし、大隈と板垣を後継首相に推した』
同年六月、大隈内閣（最初の政党内閣〉が成立するが、十月に崩壊。十一月、第二次山県内閣が成立した、衆議院において、地租増徴・地価修
この年は、ストライキがあいついだ二一月、日本鉄道会叩
一展きれるや、機関手四○○名はストライキに突入し、上野
○名は、労働条件の改定に反対してフヘトラィキをおこした〈
同年六月、‐
正法案を可決〈
幸徳秋水ら、社会主義研究会をつくる、警察官が人に声をかけるときの用語が定まった》車夫や馬丁らには、「おいおい」「お前」、それ以上の
人にたいしては、「もしもし」とか「あなた」などを用いることになった。
ギヂングズ原著『社会学』（明治調．、）は、同氏が大学生のために著した向薑§冴亘ぎぎ量亀（一社会学の原理』）を警醒杜の編輸部のほう
明治一一一十年〈一八九七）から同四十五年〈一九一二）まで
日本鉄道会社の機関手らが、待遇改善をもとめて、福島機関部を中心に同盟会を結成したことで解
入し、上野・青森間の列車が運休したり、遅延した二一一月、三井富岡製糸所の通いの女工ら約七○
52）１４９ 
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盟会を結成した．
また大阪では、
明治一一一十一一年（一八九九）、在日欧米人は、領事裁判権をうしなう代りに、日本国内のどこにでも居住し、商業活動をおこなう権利をもつこと
になった。八月、私立学校令が公布きれ、私立学校にたいする監督が強化された』十月、木下尚江・河野広中らは、東京において普通選挙期成同
明治一一一十一一一年（一九○○）一月、社会主義研究会が、社会主義協会と改称した》会長は安部磯雄、幹事には片山潜がえらばれた二一月、足尾銅
山被害民一一○○○名が上京の途中、館林で警官隊と衝突した二一一月、治安警察法が公布され、政治結社・集会・デモ・ストライキは違法とされた。
この法律は、労働運動に大きな打撃をあたえた。四月、各地に金融恐慌おこる’六月、北京の各国公使館が排外民族主義運動の義和団に包囲され
また大阪では、大日本労働協会、小作条例期成曰
どを結成した、この年『中央公論』が創刊された。
たため、七月、閣議で一個師団の派遣を決定。
明治三十四年（一九○二五月、安部磯雄、片山》
民党」の結社届を出したが、これも即日禁止された⑬
六月、第一次桂内閣が成立した」同月、東京市役所において星享が暗殺された、十月、足尾鉱毒事件、議会において解決せず、ために衆議院議
員を辞職した田中正造は、十一一月、議会の開院式より帰途についた天皇に直訴したが、望みは果せなかった》中江兆民の死。
明治一二十五年（一九○一一）一月、ロンドンにおいて日英同盟協約が調印された二一月、最初の普通選挙法案が衆議院に提出きれたが、否決され
この年の大きなストライキは、同一
砲兵工廠でもストライキがおこった。
た
Ｃ 
ｒ 一一一月、各地に官立の高等専門学校が設立された。一方、私学では東京専門学校が早稲田大学と改称。
明治一一一十六年（一九○一一一）五月、長崎三菱造船所において鉄工ストライキがおこる。六月、東大教授ら政府にたいして対露強硬論（建議書）を
提出。これをきっかけにして、各新聞の論調は主戦論にかたむいた。
十月、第四次伊藤内閣が発足。幸徳秋水『万朝報』において、非戦論を発表．
淵台三十四年へ一九○一）五月、安部磯雄、片山潜、木下尚江、幸徳秋水らは、「社会民主党」を結成したが、すぐ禁止された。六月、「社会平
同年七月呉海軍工廠でおこったもので、職工五○○○人が仕事を放棄し、軍隊が出動し鎮圧した一人月、小石川
小作条例期成同盟会、東京では新聞社や印刷工場の印刷工・活版工ら定新聞工茶話会、活版工同志懇話会な
148（53） 
行
一
Ｆ､！ 明治一一一十七年｛一九○四）、日露交渉か打切られ、二［
入した。日清戦争後、ロシアは一一一国干渉により、東清緋
二月、陸軍は仁川に上陸し、海軍は同月八、九日旅順
行された（雑誌『太陽』第十巻第十五号、明治師．ｕ）〈
八月、黄海海戦、九月、遼陽を占領、十月、沙河△悪
また「社会主義協会」には、結社禁止命令が出きれた》
明治一一一十八年（一九○五）一月、旅順のロシア軍は密
五月、日本海（対馬沖）海戦で日本海軍はロシアの
明治一一一十八年（一九○五）一月、旅順のロンア軍は降伏し、一一一月、日本軍は奉天総攻撃を開始した』
五月、日本海（対馬沖）海戦で日本海軍はロシアのバルチック艦隊を破り、これによって制海権についての心配はなくなった》八月、アメリカ
のポーッマスにおいて、日露の講和会議がはじまり、九月平和条約（ポ１ツマス条約）に調印した》各地において講和反対の大会がひらかれ東
京では日比谷焼打事件がおこった》軍隊が出動して、鎮圧ざれだ
十月、非戦論を唱えていた『平民新聞』は発禁となり、幸徳は軽禁鋼五ヵ月の判決をうけ収監された》同紙の最終号は〃全面赤刷り“であった》
かねて政府当局者は、社会上極端なる思想が広まることを憂慮し、警戒をつよめ、きびしくその撲滅を実行しつつあった》社会主義に関する定
期刊行物（新聞、雑誌）や図書は、取締りのいちばんの対象であった。また社会の秩序や風紀をみだす社会主義運動（ストライキ）も等閑に付す
ことのできぬものであった。当局の観るところ、社会主義とは〃社会における不平の感情“に外ならなかった（法学博士・塩沢畠貞「社会主義取
締に就て」（雑誌『太陽』第十六巻第十一一一号所収、明治蛆・川を参照）（｜
明治三十九年（一九○六）一月、第一次西園寺内閣の成立》堺利彦、西川光―一郎ら「日本社会党」（わが国初の合法的無産政党）を結成した』
Ⅱ月、薄ヨカ半日運動が敦化した」五月、アメリカから帰国した幸徳秋水は、六月に開催された社会党の演説会において、「世界革命運動の潮流」
四
月
、
韓
国
の
半
日
運
動
が
激
化
し
た
』
五
月
、
ア
メ
リ
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
演
説
し
、
直
接
行
動
論
を
主
張
し
た
十一月、幸徳秋水・堺利彦ら、「平民社」を結成し、週刊『平民新聞』を創刊・片山潜は『都市社会主義』を、幸徳秋水は「社会主義神髄』を刊
日韓議定書と日韓協約が調印され、以後日本政府は韓国を保護国化する政策を推しすすめ毒
八月、黄毎海戦、九月、遼陽を占領、十月、沙河会戦。十一月、『平民新聞』は、堺・幸徳共訳の
Ｕ四）、日露交渉が打切られ、一一月ロシアに対して国交断絶を通知し、ついに日露戦争（朝鮮や満州をめぐる争い〉へと突
ロシアは一一一国干渉により、東清鉄道敷設権や旅順、大連の租借権をえ、量一らに満州に駐兵して日本の覇権をおびやかした。
上塗し、海軍は同月八、九日旅順港外のロシア艦隊を攻撃した。旅順攻撃は、じっに宣戦の布告（一一月十且に先だって敢
『共産党宣言』を訳載し、発行禁止となった。
(54）１４７ 
社会学伝来考
こ
旧
人
明治四十一年（一九○八）一一一月、東京において大博覧会がひらかれた》六月、〃赤旗事件〃おこる‐１１‐社会主義者・山口孤剣の出獄歓迎会で、大
杉栄、荒畑寒村、堺利彦らは、「無政府共産」の〃赤旗〃をかかげて警官隊と衝突し、逮捕きれた。七月、西園寺内閣は総辞職し、第一一次桂内閣
六月、日露協約を締結し、
した。東北帝国大学の創設。
八月、呉海軍工廠や小石川砲兵工廠で、戦時手当の廃止反対や賃上げを求めてストライキがおこった。十一月、南満州鉄道株式会社の設立□
明治四十年〈一九○七）｜月、日刊『平民新聞』が創刊されるが、同年四月、発行停止となる二一月、足尾銅山で大暴動がおき、坑夫六○○名
が検挙きれた》六月、別子銅山でも暴動がおき、軍隊が出て鎮圧した、
六月、日露協約を締結し、朝鮮および満蒙における特殊権益を認めあうことになる》七月、韓国の内政全般を韓国統監の指揮下におくことに決
明
治
四
十
二
年
二
九
○
九
）
安重根によって暗殺された、
明
治
四
十
三
年
〈
一
九
一
○
）
五
月
、
大
逆
事
件
一
瞥府を設置し、初代総督には寺内正毅が就任。
が成立した、
明治四十四年〈一九一一）一月、幸徳秋水ら十一一名にたいして死刑が執行された．五月、特別高等警察〈〃特高〃）が設置された』七月、関税肩
主権を回復。第三回日英同盟協約に調印。八月、第一一次西園寺内閣の成立》東京の米価が暴騰する』十二月、東京の市電のストライキはじまる《
明治四十五年〈一九一一一〉一一一月、呉海軍工職においてストライキおこる、四月、日本郵船のストライキおこる六月、富山県新川郡で米騒動お
よ
し
ひ
と
ぜ
ん
ぞ
七月、明治天皇が死去し、皇太子壽仁が践鮓（即位）‐‐）「大正」と改一巧
九月、乃木希典夫妻の殉死》十月、荒畑寒村、大杉栄ら『近代思想』を創刊》十一一月、西園寺内閣が総辞職し、第三次桂内閣が成立した》
ちなみに明治末年の東京市の人口は、約一六一一万人、他府県からの入京者は約五一一万人、すなわち東京の総人口の約一一一分の一弱であった》また
奉公人の需要は多かったが、低賃金であり、一ヵ月の給金は、一一一円から四円、雑収入を加えても五円ほどであった（横山源之助「下級労働社会の
こ
る
九月、アメリカ人フェノロサの死。
（一九○九）六月、幸徳秋水らは『自由思想』を創刊したが、すぐ発禁となる》十月、伊藤博文はハルビン駅頭において、韓国人
五月、大逆事件の検挙はじまり、六月、幸徳秋水逮捕きれる。八月、韓国併合について日韓条約なる》九月、朝鮮総
146（55） 
一大矛盾」『太陽』第十八巻第五号所収、明治妬・ｌＹ
つぎに明治の末年ｌ明治四十年代に公刊された目ほしぃ社会学文献を一覧表にすると、つぎのようにな蓬
曰
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鳳鑛》日本之社会』〈建部迩吾編修「社会学論議第一一巻』）所収、金港堂書籍株式会社
『近世社会学』成美堂
『平民主義』隆文館
綴藻社会学講話』同文館蔵版
『帝国百科全書第一八九編社会進化論』
『
社
会
学
術
語
稿
本
自
殺
論
社
会
学
ノ
一
二
書
』
弘
道
館
『帝国百科全書第一九九編社会心理学』
繍緬鍬一一学社会静学悟金港堂書籍株式会社
『世界哲学文庫第一》一巻コムト全』富山房
『文明論』〈建部避吾編修『社会学論議第一一一巻騨所収、金港堂書籍株式会社
『社会学講義』早稲田大学出版部
『社会研究』沢五噸堂
一．経済全書社会主義論』宝文館
『日本乃社会』博文館
碆
社
会学小史全』二松堂
『社会発達論』（建部避吾編修社会学論議第五巻』）所収、金港堂書籍株式会社
『社会統計論綱』厳松堂書店
『社会学十回講義』二松堂
＊ 
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章
汎
論
第
一
一
章
地
理
第
一
一
一
章
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族
第
一
一
一
篇
開
国
前
の
日
本
第
一
章
政
治
第
一
一
章
教
化
第
一
一
一
章
経
済
第
四
篇
開
国
後
の
日
本
第
一
章
で
、
一
珍
力
く
こ尖，“か
擬夷第一一章崇外第一一一章自覚第五篇将来の日本第一章日本民族の意識を論ず第一一章日本民族の性情を論じて黄禍論の妄を弁
ず
第
三
章
文
明
の
帰
趣
を
論
じ
て
日
本
文
明
の
将
来
に
及
ぶ
１
１
で
あ
る
Ⅵ
か
入
な
か
ｆ
同書（全一一一七一一一頁ある）は、惟神の道を説いた呪文ほレ」はひどくないか、いまから観ると、ひしように国家、正義的な色彩か濃い印象をあたえ
小林照朗の疑耀騨日本之社会』〈明治川・’）は、もともと大学の卒論であったものに手を加え、諭著としたもののようだ「凡例Ｌによる
と、日本社会の進捗、民族発展のあとを通覧したのち、新社会の特質を攻究し、将来における日本民族の覚悟、国民の義務などについて論じたも
る
』
著
者
が
い
う
日
本
社
会
の
特
徴
と
は
い
か
な
る
も
の
か
、
い
わ
く
１
１
のとい、７
。
日
本
社
会
は
、
恰
も
異
種
の
有
機
体
一
よ
り
仮
用
し
た
る
処
の
も
の
を
、
全
然
乱
日
本
民
族
性
情
の
特
質
な
り
一
七
五
頁
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１
１
１
 
京
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成
美
堂
叢
行
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ
１
１
１
１
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没
瓜
・
〃
恰
も
異
種
の
有
機
体
の
如
く
、
》
処
の
も
の
を
、
全
然
融
化
し
、
国
鶴
マ守八Ｐ－ｌハ
ニ」Ｊ
ｎ号》傘、ｎ
東洋文明と西洋文明とを以て、文物の燦燗たるを致し、而血・・其固有の精華を殿損するこ、となし恩ふに、外国
７ヘム心でい》
由つい早口（、⑤」
海
外
よ
り
輪
致
し
た
る
一
切
の
事
物
か
』
以
て
、
宛
然
（
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
「
ｉ
ｉ
引
用
者
〉
固
有
の
も
の
と
な
す
は
．
正
に
是
れ
、
遠藤隆吉著ｉ近Hf社会学｣Ｌ
[日本大学文理学部附属図書館蔵〕
著
者
に
よ
る
と
、
日
本
は
絶
海
の
一
小
｛
島
で
は
あ
る
が
、
そ
の
民
族
は
、
〃
天
孫
〃
で
あ
る
と
し
、
進
取
の
社
会
で
あ
る
と
い
う
□
神
州
固
有
な
る
伝
来
の
信
条
は
か
た
く
、
い
ま
だ
か
っ
て
外
国
思
想
の
汚
染
を
ゆ
る
し
た
こ
と
か
な
い
そ
し
て
、
万
世
一
系
の
天
皇
の
も
と
に
、
日
本
社
会
は
比
類
な
き
発
展
を
と
げ
た
と
い
う
〃
遠
藤
隆
吉
の
一
近
世
社
会
学
』
（
明
治
艸
・
３
）
は
、
五
〔
エ
ハ
頁
も
あ
る
大
著
で
あ
る
垂
建
藤
に
よ
ろ
う
し
竃
．
き
『
の
と、いまだ〃社会学史〃か備わらぬため、社会》←の初学者は「研究の序を尖ひ、岐路に坊
144（５７ 
内容の概略は！…序論第一章本書の内容第一一章本書の材料第一一一章社会学は記述的帰納法の科学なること第四章社会学研究法
第五章社会学の対象第六章社会学の問題を定むる深浅について第七章社会学研究法と系統
本論第一章従来諸方面の研究第二章従来の社会学系統第一一一章社会学の問題第四章意志論第五章意志結合の条件第六章
意志結合の種類及び系統第七章意志結合の準第八章社会学的結果附録社会史論第一章歴史一般第一一章社会史の性質１１であ
僅する者」亀厄という』そのため著者は、社会学の歴史的発達とその系統を建て、斯学の何たるかを明らかにしようとした、と「序」の中で語っ
このうち興味を引くのは、「社会学研究法」である》社会学はどのように研究したらよいのか』またどう研究すべきなのか㈲遠藤はまだそれを
研究中であるとし、他日それについて一書を著すつもりであるとしている
そ
の
も
り
こ
れ
あ
た
かれは、「研究法は、其の力を用ひんとする対象たる社〈毒現象其者を知らざれば、十分に之を組織すること能はず」（一八頁〉とのべ、「観察、
概括、帰納、演緯、回想、実験等は、各科学に共通なる研究法なり」（同頁）とその大略をしめしている》
幸徳秋水の『平民主義』（明治如・４）は、同人が明治三十六年（一九○一一一）の冬より、同一一一十九年（一九○六）の冬に至る一一一年間、週刊「平民
新聞』『直言』『光』およびサンフランシスコの『日米』などに発表した記事をまとめ、一書としたも②という“”平民主義〃とは、いまいうとこ
イ」いつ②○
る
レ
ハ
ろ
の
〃
民
主
主
義
〃
の
こ
と
で
あ
る
者）せらる」〈五頁）のである』
幸徳によると、平民は兵馬の権、富、爵位をもたず、ぜいたく一一一味をする力もないという。しかし、かれらは何んら武器をもたないか、といえ
ば、そうではな恩平民はじっに有力なる武器をもっているのである、それは何かというと、”多数〃である一たった一人の人間が、ストライキ
ひ
こ
；
・
も
こ
倣
い
た
ん
を起しても侮辱をもって見られ、無視されるだけである。けれど多数の同盟罷工（ゼネスト〉は、「恐怖を以て敬憧（うやまいおそれるｌ「引用
つづく．
『平民主義』は、一一七二頁あり、項目を大別すると、「社会主義」「非戦論」「思想と趣味」「下獄と外遊』「撃石火」などから成る。
「社会主義」の項では、「棲惨の声平民と社会主義車夫と社会主義巡査と社会主義富者と社会主義生存競争と社会主」といったものが
(58）１４３ 
社会学伝来蕾考
内
容
の
概
略
は
ｉ
ｉ
ｉ
第
一
章
社
会
学
と
は
何
ぞ
や
第
戻
せ
ん
と
す
る
も
の
第
二
章
意
志
の
性
質
等
々
ｌ
で
あ
る
。
遠
藤
は
「
第
一
節
社
会
学
は
広
い
学
問
で
な
い
こ
と
」
Ｅ
化
論
（
承
前
）
第
五
章
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
進
化
論
第
六
章
ス
ペ
章
ウ
ォ
レ
ー
ス
、
ハ
ッ
ク
ス
レ
ー
の
学
説
第
九
章
ド
ラ
モ
ン
ド
、
鴎
会進化論第十一一章ウォードの社会進化論結論Ｉｉである．
遠
藤
隆
吉
編
『
社
会
学
術
語
稿
本
自
殺
論
社
会
学
ノ
一
二
書
』
一
内
容
の
概
略
は
１
１
社
会
学
の
一
二
書
一
ロ
ッ
ス
教
授
の
社
会
心
冠
信
文
字
の
統
計
的
研
究
自
殺
論
自
殺
の
方
法
と
場
所
自
殺
の
本
挫
遠藤隆吉の驫繍社会学講話』（明治判・６〉は、一般むきに社会学の大略を叙したものである』同文館の教育叢書は、児童教育の参考になるも
の、といった趣意から、要点をやさしく、懇切ていねいに記述したものである、
村
容
の
概
略
は
ｉ
ｉ
１
第
一
章
社
会
学
と
は
何
ぞ
や
第
一
節
社
会
学
は
広
い
学
問
で
な
い
こ
と
第
二
節
社
会
学
の
発
達
第
一
一
一
節
社
会
現
象
の
定
義
を
発
見
で
あ
り
、
史
的
論
評
の
中
に
は
と
ぶ
ん
の
意
見
を
述
べ
て
あ
る
と
い
う
一
Ｕ
 小山東助の『社会進化論』〈明治蛆、２）は、社会進化とはいかなるものかを明らかにしたもので、英米学界における社会進化論の発達小史を描
いたものである。本書は英米の学者の思想を類別叙述し、それに批評を加えたものにすぎない、と著者は断っているが、構想と着眼は独自のもの
内容の概略は１１緒論第一章進化論の由来第一一章社会進化論の先駆第一一一章ダルウヰンの社会進化論第四章ダルウヰンの社会進
論（承前）第五章スペンサーの社会進化論第六章スペンサーの社会進化論〈承前）第七章グルウヰン、スペンサーの学説比較第八
ウ
オ
レ
ー
ス
、
ヘ
ッ
ク
ス
レ
ー
の
学
説
第
九
章
ド
ラ
モ
ン
ド
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
見
解
第
十
章
キ
ッ
ド
の
社
会
進
化
論
第
十
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通常社会学は広い学問と思って居るけれどもそんなことは無い〈社会学と云ふものは社会一切の一一とを論ずると恩ふから大変広いやふである
し
けれども、若し社会一切のことを論ずるといふ日には到底人間一生の中に於て出来為話ではない□
そめ
ふお・〃了
独い
社会には種々雑多なことがあって其一部分を研究する学問ですら猶且不十分たあを免れない《｜況や社会一切の現象を研究せんとするに於てをや
で
き
う
か・ん．かえ
到底出来得べきものでない行》であるからして社会学を以て広い学問と恩ふのは誤った考である（一頁）
自殺論社会学ノ一二書』〈明治蛆・３）は、小冊子〈全四八富〈）である．
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とくに「社会学の術語に就て」（一四頁）によると、外国における社会学上の術語の数はひじょうに多いといい、著者によっては異なる術語を
つくっており、また同一術語にしても意味が異なる場合が多い。もっともふつうの語を選ぼうというのが本術語表の目的であるが、まだ数が足り
ないし、バランスを欠いている箇所もあるという』
小林郁の「社会心理学』（明治蛆・８〉は、帝国百科全書の一冊として執筆されたものである。〃社会心理学〃とは、いかなるもの左
、
、
、
、
ると、これは人類社会の、心理的研究のことてあるという。そのテーマとするところは、人類社会であり、方法としては心理学的である
引上’ アイ才 愛愛
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社囑全学伝来.考
建部遡吾の『辮鞭繩全学社会静学』（明治遡・８）は、建部社会学の四部作のうちの第三作目にあたる》〃社会静学“とは、なんのことか、これは
別名、社会現象論ともいう。著者によると、社会はいかにあるかの問題！ｉ社会の現象を究明するのが、社会静学である
ぼ
ん
ざ
い
著者いわく、「社会静学は社会の見在（目の前にある、現存するＩｉ引用者）の説明なり」と、換一一一一口すれば、現実の社会現象を論理的に究明す
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同じ著者の『社会学講義』（明治岨．？）は、早稲田の政治経済科のための講義録である』奥付がないので明治四十二年の何月に刊行きれたもの
か明らかでない建部によると、欧州に留学する前に、東京専門学校と東京帝国大学で一ヵ年間社会学の講義をしたが、学習用の著述としては意
建部は社会学の講義をおこなうにあたって、重要な点をいくつか述べている》まず明らかにせねばならぬのは、社会学とは何んのことかという
こと？社会とは何かということ、また社会学の研究方法には、どのようなものがあるかということである，社会学とは何かについては、「社会の
学問であると答ふる外はない」といっている、社会学を研究するうえで必要な学科について語っているが、歴史・文学・哲学・心理学・物理学・
論理学・経済学・法学・国家学・政治学・宗教学・生物学・人類学・医学など、砥とんどすべての学問かそうてあるといっている、
社会学の研究者は、第一に歴史と文学と哲学の歴史的知識の心得がなければならぬとしている》なぜなら歴史は、人間社会の経歴を客観的に叙
述しており、文学と哲学は人類の思想の変遷発達を主観的に示しているからである）
一一一一口｜）こ
著者いわく、「社会静学は社会の見在（目の前に
る
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と
で
あ
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本
書
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大
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で
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．
に満たぬものであった。
しかし、今回早稲田大学の求めにより、旧稿の欠点を正し、新稿をおこしたという、この講義録は、社会学の大要を低えるものという（「緒
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学研究法本論上社会の現象第四章社会の発生第五章家族第六章国家第七章国際社会第八章経済第九章教化第十章
教化の方法本論下社会の本質第十一章社会成立の要件第十一一章社会の成立第十六章文明１１である」
か
お
纂
小林郁（一八八一～一九一二一一、東大、シカゴ大学で社会学を学び、のち拓殖大学教授）の『コムト全』（明治岨・加〉は、本邦初のオーキ
ュスト・コントの単行書である、小林には社会学、社会、心理学などの著書があるが、当時コントについてのまとまった論著が皆無であった事実に
かんがみると、同書が果した敬蒙的役割は大きいといわねばならぬ
わたしは「日本におけるオーキュスト・コント」について醤く腹案かあるので、これ以上同書について言及することを控えたい
江部淳夫の『文明論』（明治蛆。ｕ）は、明治一一一十八年（一九Ｃ五）四月に帝国大学に提出した論文に多少手を加えてなったも、といういま恩
師〈建部〉の勧めにより、上梓の運びとなったと語っている（「凡例」）：
内容の概略は１１第一篇緒論第一章社会及び社会学第二章人生の諸方面第一一一章文明の問題第一一篇文明の理論的研究第一章
お
よ
び
総論第一一章文明及文明史の研究法第一一一章文明の定義第四章文明の進歩第五章文明の体制第一ハ章国家的文明第七章文
明統一の理想第八章結論第一一一篇文明の史的研究第一章総論第一一章文明の原始状態第一一一章文明の地理学的根拠第四章都市
の国家的発達第五章民族発達史第六章政教史第七章学芸史第八章経済史第九章結論第四篇結論第一章国家的文明と
噂色『咋・に
世界的文明第一一章文明の趨勢丼文明史の問題第一二章現代の文明と社会悪第四章文明の将来第五章結論１１である、
本書は全一一一四一頁あるが、その要旨を述べると、第一篇は社会的論議を叙述したのち文明の問題について論じ、第一一篇では文明の理論的研究法
小林郁著『。」 全
第二に必要なのは、心理学と物理学の知識であるという、心理学は社会の成分をなす
人間の心界を説明するものであり、物理学は人類社会が利用し、支配し、われわれの幸
福を増進せんとする物界のすべての現象、自然界の法則を説明するものであるからとし
ている〈「緒言」一一～一一一百二
本誉は四一Ｃ頁もある大著である》いったいに建部か著した書物は大部なものばかり
である」
内容の概略は１１緒言序論第一章社会学の義解第一一章社会第一一一章社会
62）１３９ 
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を提案し、第一こ
う（一一一四○頁）。
すると社会主義を実現するには何が必要か》それに和
主義者の思想の根底をなすものであったと結んでいる、
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戸田海市（一八七一一～一九一一四、明巫
滋賀縣師範学校が編んだ一社会研究』（明治紹・３）は、小著（全一一六頁）であるこの本を編んだ主旨は、師範生に常識を修養させるためであ
かんよ虫Ｊ
るとし、社会の事物を観察きせることによって常識を極養させることが目的だという：
し
る
う
河田嗣郎の『経済全書社会主義論』｛明治蛆・皿）は、小著（全一一五首〈〉である．」ヨーロッパにおける社会、王義の誕生の歴史、社会主義とは
どのようなものか、などについて論じている．著者によると、社会主義の定義について、一一一一一口で明確な解答をだすことはできない、という’しか
し、社会主義者は、社会主義をもって、人類生活の唯一の理想としてあがめているとしている』
すると社会主義を実現するには何が必要か》それには政治上ならびに経済上における民主主義を建設することであるとし、これこそ古今の社会
いての論文を編纂したものという“
内
容
の
概
略
は
Ｉ
第
一
部
国
民
性
問
題
第
一
篇
国
の
商
業
道
徳
第
五
篇
民
族
的
感
情
の
勃
興
第
六
篇
べ
き
や
第
九
篇
自
然
主
義
第
一
一
一
部
中
等
社
会
問
題
題
第
十
二
篇
労
働
条
件
決
定
方
法
と
民
主
的
傾
向
第
意
見
６〉は、
題
第
十
内
容
の
概
略
は
ｌ
社
会
主
義
論
第
一
章
社
会
主
義
の
由
来
主
義
第
五
章
唯
物
史
観
第
六
章
余
剰
価
値
論
第
七
章
著
者
に
よ
る
し
第
十
六
篇
Ｉｐｊ昨’
市（一八七一一～一九一一四、明治から大正期にか《けての経済学者、囚高や京大で商業経済や貨幣論を教えた）の『日本之社会』｛明治糾・
六○六頁もある大著である》著者によると、過去数年にわたって書きためた、日本の国家社会のすべてにわたる特質やその社会問題につ
第三篇ではさらにその研究事項を掲げ、結論に至るものである”著者によると、眼目とするところは、文明論と文明の理論的研究とい
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わが国の社会学史上特筆すべき文献である
著者によると、本書は社会学の研究の由来と大勢とを叙した小著にすぎないが、斯学研究の現状とその傾向を知ろうとする専門外の人間にとっ
よ
し
て余師〈感化をあたえる師〉たるに足るべきものという（「序文」）、
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樋口秀雄箸『社会学小史全』
〔早稲田大学中央図書館蔵］
大きな勢力となっているのは、“社会民主主義〃であるが、これは偏狭なる個人主義から
出発したもので、こんにちの社会では、一つの空想たることを免れない、と語り、体制擁
護論をぶっている一
ひ
ぐ
ち
び
で
鞠
樋口秀雄〈一八七五～一九一一九、東大で社会学を専攻、のち法政、真宗大学、仏教大学
で社会学やドイツ語を教えた）の》社会学小史全』（明治判・８）は、それまで欧米やわ
が国でまだ社会学の歴史について叙述した文献がきわめて少なかったことをかんがみると、
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社会学伝来.考
本書（全一七八頁）は小著であるが、比較的よくまとまっている概説書である》社会学的研究の源流は古代ギリシャであり、中世を経て近世の
国家学や法律の研究をもってはじまり、社会的科学もしくは社会についての理論は大いに完成の域に近づいた、と著者は説く。
著者の観るところ、社会学の研究法には六つあるという》まずは比較的研究、歴史的研究、統計的研究といった方法であり、これらは帰納的方
法（個々の具体的事柄から、一般的な命題や法則をみちびき出そうとするやり方）である、ついで物質的研究、心理的研究、総合的研究があり、
これらは演鐸的研究（論理にしたがい、必然的な結論をみちびき出そうとするやり方）と呼ばれるものである、
帰納的方法の仕務は、資料の供給にある。演鐸的方法のそれは、原理の開拓にあるという（一一二二頁）“
著者によると、近年の著しい傾向は、社会的諸科学の研究者が、おおむね社会学の世界に入ってくるようになったことである。学理の根底を社
会的の原理に求めようとするきらいがあり、しぜん社会学の領土が拡大されるに至ったという《》日本においては、加藤弘之は主に倫理の方面から、
穂積陳重は法学の方面から社会学研究に入るようになったことである』
加地歌一一一郎の『社会発達論』（明治判．、）は、金港堂の「社会学論議第五巻」に収められたものである一同書は全一一一ＣＯ頁あり、「序論」の
中で著者は、本論に入るまえに、その準備として必要なのは、〃社会とは何ぞや〃といった疑問を解くことだという』そして「人間社会は堕落せ
あ
幕
い
い
わ
な
り、或は曰く社会現象は循環す、或は曰く社会は進歩発達を為すと、……」（一頁）という、
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京都帝国大学法科大学教授である財部静治の『社会統計論綱』（明治判．Ⅱ）は、十数年前に刊行した書であり、その後久しく絶版のままであっ
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た》が、ことしの春にいたり、出版社の勧誘により、旧著の附録をすべて省き、近年発表した論文を加え再刊の運びとなったものである．
本書は五五八頁もある大著である。内容の概略は！！第一編概論第一節統計学の語源第一一節統計学の概念第三節社会上ノ大量及
其組成第四節社会統計大量ノ選定第五節観察大量ノ限定第二編本論第一章統計調査法卜類似調査法等々ｉ！…であ菱
統計学は社会学の研究をたすける補助学と考えられている。社会における一現象とその現象を現出させている諸事情との必然的関係を、一定不
変の道理をもって明らかにしようとする学者といえども、統計学が有用なることを無視できないという〈四八五頁）・
統計学は、大量観察のことである、統計は社会現象のおおよその趨勢を暗示している。だから社会の研究において、統計的研究は重要といわれ
形にしたものという（一凡佃」〉、
そ
の
内容の概略は’第一議社会学第一節社会学の源流及び其沿革第二節社会学の成立第一二節社会学の意義及び其学派第四節社
会学の研究法及び他の学科との関係第一一議社会の概念第一一一議社会の物的及び心的基礎第四講社会の構成第五識家族第六識国
家
第
七
譜
社
会
意
識
第
八
講
社
会
の
進
化
箕
一
〉
第
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識
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会
の
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化
〈
其
二
）
第
十
識
社
会
の
理
法
Ｉ
で
あ
る
本書は四六六頁もある大著である著者は「序」の中で、「現世紀の大問題は、社会問題の解決にある」と述べている、社会問題が迫りつつあ
る現状にかんがみて、社会学の知識は重要であり、その知識をもってこの問題に備えねばならぬといっている』社会学に関する著書は多いが、あ
るものは高尚かつ遠大であり、またあるものは浩欝にすぎ、さらにあるものは難解である〉
統計学は、大量観察のことである、統計”
ばならない（樋口秀雄『社会学十回講義芒〈
すでに述べたように、わが一因において社会学の種がまかれたのは幕末であり、それが芽を出しはじめたのは、明治十年以前のことであった、と
きに西洋の諸科学がさかんに輸入されていたころの発祥であった、
幕末から維新期を経て、明治二十年代ごろまで、日本は近代化を達成するために、西洋諸圃｝をモデルとし、その文物を積極的に輸入し、適用し、
樋口秀雄の『社会学十回講義』（明治や５）は、初学者むきに平易に社会学について説いたものであり、夏期講習などの便を考えて十回講義の
社会学の知識を広めるには、こうした欠点を是正する必要がある著者かこの書を公にした所以である
明治期の社会学界の概括
（「凡例ご》
劃
(66）１３５ 
社会学伝来考
模倣するといった態度を取りつづけた日本社会学の起源を、どの時代のどのあたりに求めるかは、およそ可能であるか、社会学理論の移入紹介
の域を脱して、本格的な社会学の研究かはしまった時期を明確化するとなると、ちょっとむずかしくなる
が、有賀長雄の『社会進化論』（明治刑・川）をもって、日本における学問的な社会学研究の噌矢とみることができる：明治十年代は西洋から入
って来た新しい社会思想が盛んに移植されたときてあり、ことにミルやスペンサーの著述か翻訳され、大いに読まれた〆代表的な翻訳者としては、
明治二十年に入ると、社会学にかぶれたような述作や”社会……”とか〃社会学〃の名をかぶせた著作かばちぽち姿をみせるようになるこの
し
入
ご
》
時期、社会学関係の翻訳が何点か刊行され、また専門学校においても社会学の講義録が出版野（」れてはいるが、真正なる社会学の専門書となるとひ
上
よ
う
に
少
な
い
し
か
し
、
ひ
と
り
渋
江
保
、
『
社
会
学
全
』
（
明
治
Ⅳ
・
２
）
だ
け
は
、
唯
一
の
単
行
本
と
い
え
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
明治一一十年代ごろまでに、社会学関連の論文や著作を公にした文筆家や学者としては、ｌＩ田口卯吉、加藤弘迄、植木枝盛、外山正一、林包明、
田中定四郎、馬場辰猪、辰巳小一一郎、民谷吉次郎、穂積陳重、松尾岩五郎、渋江保、桜井吉松、金井延１１などかいる．
新学問、新思想といえば西洋から来たものが大半であり、しかもほとんどか翻訳であった維新後、フランスの人権思想やイギリスの古典的自
由思想などか移入されるに及んで、それらかわか［因の政治思想にも影響をあたえたか、何んといってもいちばん影響力か大きかったのはハーバー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
で
あ
る
ス
ペ
ン
サ
ー
の
著
述
は
、
明
治
十
年
か
ら
一
二
十
年
代
初
頭
ご
ろ
ま
で
息
長
く
翻
訳
紹
介
さ
れ
た
乗竹孝太郎や大石正巳、一二宅雄二郎などかいる
有賀長雄著
『社会進化論．
ニロロ■０ムロロロロ、０，０■■０ⅡＢ■１■□ＰｃＶＧＰ■ⅡＤ０ｂ
有賀長雄
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スペンサーの代表的な訳書としては、尾崎行雄訳『権利提綱』（明治、．⑫）、松島剛訳『社会平権論』［全六冊］〈明治Ⅲ・５～同灯・２）、乗
竹孝太郎訳『社会学之原理』（明治胆・４）、大石正巳訳『社会学』［全五冊］（明治肥．ｌ～同恥・巴などがある』
とくに民権論考の教科書とみなきれたスペンサーの『社会平権論』（底本は巻・量め言冨［一八六四］のアメリカ版、松島剛訳全六冊）は、
民権思想家に多くの感化をあたえたが、かれらが民撰議院のための参政権の主体と考えていた人間は、じっは士族と富裕の農商であった。
またスペンサーの『社会学』〈大石正巳訳）は、単に社会学の理論としてばかりでなく、社会思想や政治思想の実践的原理としても大きな影響
作が日本に渡来し、日本橋の丸善の書架に並んだのは、
に関する追懐談」「社会学雑誌』第五三号所収、昭和３
当時、フランス語やドイツ語は、英語ほど一般に韮寝
る
し
か
な
く
、
も
ち
ろ
ん
丸
善
に
も
原
書
は
一
冊
も
な
か
っ
た
。
の
ぷ
し
げ
法学者・穂積陳重には、法理学上より見たフ①『隠居論』（明治別・皿〉といった珍しい著作があるほか、「祭祀と日本法律」といった社会学的な
論文がある鯵また一般むきの平易な社会学の入門書的な書物としては、渋江保の『社会学全』（明治〃・２）を第一とする》
スペンサー以外の社会学者としては、レスター・フランク・ウォード（米人）が翻訳紹介されているが、そのＰ一驚ミミ、言三電（一八八一一一年
刊）を訳したのは評論家の一二宅雄二郎〈雪嶺〉であり、かれは『社会学』と題して、明治一一十一年一一一月にその第一巻目を刊行した》ウォードの著
作
が
日
本
に
渡
来
し
、
日
本
橋
の
丸
善
の
書
架
に
並
ん
だ
の
は
、
明
治
十
七
年
〈
一
八
八
四
）
の
こ
と
と
い
う
（
布
川
静
淵
「
明
治
一
一
一
十
年
前
後
の
社
会
学
界
、
社
会
運
動
治刈・２己が唯一のものである。
方）あたえた。
い
の
か
お
ま
ど
い
ち
布川孫市（一八七○～一九四四、静淵はペンネー‐ム）は、山形県東根村に生まれ、慶応義塾を経て東京英和学校〈現・青山学院｝の神学部に入
学したが中退した〕のち巣鴨の明治女学校、東京女子大学、東洋大学などで社会学を講じた』同人によると、明治二十五、六年（一八九一一、九
一一一〉ごろ、グムプロヴィッチ（一八一一一八～一九○九、オ１ストリアの社会学者）の『人種競争』『社会学綱要』一社会学と政治』『社会学的国家観
念』等の著述をはじめ、シュモラー、バスチァン、ワルネック、ジンメル、ワィンチッヒ、ェ１リングなどの著書を入手するとき、直接ドイツに
注
文
し
て
、
取
り
よ
せ
た
と
い
う
（
布
川
、
前
掲
論
文
可
これに反して、社会学関連の体系的な述作といえば、有賀長雄の三部作〈『社会進化論』［明治Ｖ６］、『進化論』［明灯・６］、『宗教進化論』［明
股に普及していなかったから、
９ 
～－－ 
ド
イ
ツ
人
の
学
者
の
著
書
の
こ
と
は
、
加
藤
弘
之
の
著
書
や
論
文
を
通
し
て
知
(68）１３３ 
社会学伝来考
わが国に「統計学校」なるものが創設されたのは暎拾‐
統計家の中には、社会現象を分量的に観察する者もいた。
明治一一十年代、社会学はヨーロッパにおいても新学問であり、類書も少なかった、社会学は当時わが国では歴史哲学の観があり、世間ではそれ
を勉強しても何んら立身出世の実用にならぬとみられ、不振の状態にあった。
わがヨ』』「疏計学校一なるものが創設されたのは明治十年のことであり、官庁で統計事務のしごとをする吏員のために、統計の方法を教え竜
く
奴
あ
や
と
し
わが国の統計学の第一人者は、呉文聡（一八五一～一九一八、工部大学校，牢‐退、のち学習院教授、農商務省統計課長）である。呉といえば“統
計〃、〃統計〃といえば輿〈といわれるほどの第一人者であった。その呉は明治一一十一年（一八八八）『応用統計学』（富山房）を刊行したのを皮切り
に、専門書を九冊ほど執筆した》が、明治一一十年代末から同一一一十年代のはじめに訳書を二冊だしている）
一つはエルンスト・エンゲル箸『統計学之神髄』（明治Ⅳ・２〉、もう一つはメーョル・スミス箸『社会統計学』（明治詔・皿〉である．しかし、
当時のわが国の統計学の水準は、欧米における統計学の成果を紹介したにすぎず、社会現象の研究に役立つほど発達してはいなかった、
また明治一一十年代には、社会問題をテーマとするような箸訳書が刊行されている》たとえば、著書としては、城泉太郎箸『辨蝋済世危一一一一口』〈明
治別・３）、松原岩五郎箸『最暗黒の東京』（明治邪．Ⅱ）、桜井吉松箸『鰄詩日本之社会』（明治〃・４）などや、訳書としては監訓一割鑓Ｉソ箸『社
会問題前編』（明治筋・４）、艀一計》肌認ハーごト．鵬‐Ｉ自著「国家社会制』（明治茄・６）などがあ蔓
出坂吻ば涛代の要求とか、国民的志向とか、新説紹介などの意図によって刊行される場合が多々あるが、こういった箸訳書が出版されたという
明治一一十一年（一八八△には、労働争議が各地で起っているが、高島炭坑の坑夫虐待事件を雑誌『日本人』で取りあげたことで世論が沸騰し
之明治一一十五年（一八九一一）には、横須賀の海軍造船廠の工員五一五○名が大規模な同盟罷業をおこしたし、東京市内および市外の左官、大工
など計六百名も賃上げ要求して同盟罷業し、長一らに甲府の製糸場の女工一五○名が賃上げをもとめてストライキをおこした〕が、いずれも数日で
おわる微小なものであった。
出版物は時代の要求とか、国民的志向と，
ことは、社会意識の一つの現われであろう．
明治一一十七、八年（一八九四～九五）の日清戦争当時、全国の工場の数は、五千九百ほどあり、工場労働者の数は一一一十七万人〈女子一一十一一一万人、
男子十四万人）であった（布川、前掲論文）、明治一一十九年〈一八九六）、各紡績工場などでストライキが多発し、東京市内の仕立職人、門司港の
石炭仲仕、鹿児島のタバコ職人などもストライキをおこし迄この年は全国的な水害をうけ、また米作は不況であった》
132（69） 
明治一一一十年（一八九七）ごろより、社会主義運動が胎動するようになり、労働争議や農民騒擾がきかんとなる。学者、政治家、新聞記者、牧師
といった識者の指導によって、労働者の階級意識が高揚し、見識が向上したことによる
明治三十年もまた米作は不況であった、地方の農民は飢餓に苦しみ、米価は騰貴し、東京市中の各所に小屋掛けして、白米を安く売ったり、貧
しい者には米をほどこした。この年、足尾鉱毒事件が政治問題となり、翌一一一十一年〈一八九八）には、日本鉄道会社の機関手四○○名が、また三
井富岡製糸所の通いの女工ら七○○余人がストライキをおこした’
明治一一一十五年（’九○二）には、労働者救護法律案と貧民労働者保護法案が議会に提出された《』
社会的弱者への救済は、キリスト教徒や慈善家らによって明治二十年代よりはじまり、貧民学校、孤児院、施療病院、職業紹介所といった施設
□．ぜん
が各地につくられた。とくに慈善事業救護問題等にたずさわる人々は、キリスト教教団が設立した学校に学ぶものが多かった』かれらは信仰や教
義から博愛事業にしたしみ、また貧しい不幸な人間や労働者に同情や共感を寄せていた」
明治以来の社会事業に従事した人々は枚挙にいとまかないが、名の知られている慈善家には、つぎのような人物がいる
Ｕ
弾
う
じ
岡山孤児院：：…：石井十次（一八六五～一九一四、明治期のキリスト教社会事業家）は、岡山医学枝を中退後、孤児や貧児の保護事業に専念
感化事業…………留岡幸助〈一八六四～一九一一一四、
良少年のための家庭学校を創設。
た
れ
あ
き
免囚保護事業……原胤昭（一八五二一～一九四一一、明治から昭和期にかけての社会事業家）は、町奉行与力をへて、明治五年横浜の高島学校にま
なぶ。のちクリスチャンとなり、監獄改良、出獄人保護の事業に専念した》キリスト教に基づく人道主義はその一生を支配し
養育院……………田中太郎（一八七○～一九一一三、明治から昭和期にかけてのキリスト教社会事業家）は、青山学院に学んだのち、小役人とな
石井が孤児院事業にたずさわるようになったのは、中村正直訳『西国立志編原名自助論』（明治別・２）の中に出てくる
靴の修繕師バウンスなる者が、しごとの合い間に貧しい子どもたちを集めて教育するくだりを読んだことが契機になっている、
石井はその記事をよむや、心を奮いおこし、しぶんもこのような人間になろうといった誓いを立てた（一報知』明治塊．４．冊）。
留岡幸助〈一八六四～一九三四、明治から大正期にかけての社会改良家）は、同志杜神学校を卒業後、教諭師となり、のち不
し
た
。
た行動原理であった．》
(70）１３１ 
社会学伝来考
婦人矯風事業……矢島揖子
動に参加》
救世軍…………。：山室軍平（一八七一
日本救世軍司令官。
職業紹介事業・…：八浜徳一一一郎（一八七一～？、明治から大正期にかけての社会事業家）は、明治四年岡山県に生まれ、同志社神学校にまなんだ
のち、『基督教新聞』の編集に従事した。のち大阪職業紹介所の所長となり、失業者の救済に尽した》
また明治一一十年代までに、慈善事業の一環としての諸施設が、東京や京都において創設されたが、つぎに掲げてみよう、
［名称］
福
田
会
育
児
院
東
京
感
化
院
東
京
慈
恵
医
院
東
京
市
養
育
院
東
京
孤
児
院
孤
女
院
孤女院
濃
飛
育
児
院
支
部
私立慈愛尋常小
学
校
り、〃腰弁しごと〃をしたのち、社会事業へと足をふみ入れた』
か
じ
と
矢島揖子（一八一一一一一一～一九一一五、明治から大正期にかけての女子教育家）は、小学校教員をへて廃娼運動、婦人参政権獲得運
不
良
少
年
の
感
化
矯
正
〔目的］
貧
困
児
童
の
教
育
普
通
教
育
を
授
け
る
普通教育を授ける
孤
児
貧
児
救
護
普
通
教
育
を
授
け
る
貧
窮
者
の
た
め
の
施
療
秦児、貧民の収養
普
通
教
育
を
授
け
る
ぐ
ん
ぺ
い
軍平（一八七一一～一九四○、明治から昭和期にかけての宗教家）は、苦学して同志社神学校を出たのち、社会事業に尽力鄙』
〔所在地］
［創設］
麻
布
竿
町
一
Ｃ
一
一
一
？
豊
多
摩
郡
渋
谷
村
明
治
田
番地芝公
園
地
小
石
川
区
大
塚
牛
込
区
原
町
麻
布
区
永
坂
町
麻
布
区
仲
ノ
町
神
田
区
仲
猿
楽
川
北
豊
島
郡
谷
中
村
妙
法
寺
MjE｝江
治戸
２９時
・代
1０ 
p 
心
明
治
邪
．
、
香
蘭
女
学
校
明
治
別
．
、
日
本
婦
人
矯
風
会
？
・
ウノ・
明
捻
別
．
、
岡
野
日
、
水
高
瀬
真
郷
［主任または会長］
［人数］
？
。
？
。
渋沢栄一
北
川
ハ
ツ
？ 
● 
五治明
四３１治
名ま１８
で１
三明
現
一
九
名
現一Ｃ名
現
九
名
，？p 
Ｃ Ｏ 
￣Ｂ 
Ｊ 
Ｏ 
● 
寄
附
と
会
費
［施設の維持法］
寄
附
と
会
費
寄
附
と
皇
窒
賜
金
寄
附
、
市
税
、
皇
室
賜
金
一一コライ堂の寄附と納豆の
売上金
香
蘭
女
学
校
補
助
寄附と本院基本金の利子
義
損
金
寄
附
13〔 7１ 
明治一一一十年代、社会問題や社会学の論著を公にした社会運動家や文筆家、学者にはｌ‐片山潜田島錦治、岸本能武太建部遮吾横山源之助、
窪田静太郎、村井知至、福井準造、辰巳小次郎、島崎満都夫、加藤弘之、三浦周行、岡百世、浮田和民、久松義典、安部磯雄、西川光次郎、遠藤
隆
吉
、
須
藤
求
馬
山
口
錨
太
矢
畷
龍
渓
十
時
弥
、
大
原
祥
「
幸
徳
秋
水
福
井
準
造
前
田
長
大
山
ロ
孤
剣
ｌ
な
ど
が
い
る
』
また明治一一一十年代は、欧米のさまざまな学説が新たに移入紹介された時期であり、訳書としては、］慰螂僻謎へキト着『社会之進化』（明治羽．
２）、一際１派課遊へ原著『社会学』（明治調・６）、驍聯勝奇調ス箸『社会学全』〈明治泌・９）、』釘羅熟ズミ誕著「社会統計学』（明治詔．、）、識Ⅲ癖一一一識へ氏著
慈
育
小
学
校
本
郷
教
育
会
附
属
小学校
孤
女
院
日
本
済
教
院
貧
児
教
育
洪
済
学
協同夜学校
共
済
慈
善
会
育
唖
院
慈
善
会
京
都
市
京
都
婦
人
慈
善
会
盲
唖
狐
授
け
る
天
主
教
会
貧
児
教
貧
児
に
育
所
授
け
る
平
安
徳
義
会
盲
唖
院
枝
孤
女
に
普
通
教
育
を
授
け
る
貧児に普通教育を授ける
普
通
教
育
を
授
け
る
貧
児
に
普
通
教
育
を
授
け
る
出獄した不良少年に教育
を
授
け
る
貧児に普通教育を授ける
本郷居住の貧児に教育を
貧
児
に
教
育
を
授
け
る
盲
唖
子
弟
の
自
活
に
必
要
な
る教育を授ける
京
都
市
上
京
区
盲
唖
孤
児
の
た
め
に
教
育
を
授
け
る
貧
児
に
小
学
程
度
の
教
育
を
京
都
市
上
京
区
明
治
四
・
Ⅲ
？
麻
布
区
本
村
町
本
郷
区
森
川
町
麻
布
区
本
村
町
京都市下京区
京
都
市
上
京
区
下
谷
区
本
所
区
若
宮
町
京
都
市
上
京
区
京
都
市
上
京
区
〈、シ・□
「ゴｒＣ
京
都
市
上
京
区
（０コ．■ フコ
● 
明
治
別
・
４
田
中
謹
司
？
・
堀
親
篤
９９ 
己
明
治
肥
．
、
東
洋
英
和
女
学
校
９
．
 
，
．
 
つ・・
，
．
 
四
十
余
の
寺
津
田
真
道
， 
Ｐ 
つつ
● 
９
．
 
寄
附
卒
業
生
二
一
寄
附
七
名
現
・
五
Ｃ
名
現
二
名
つ・・
？
。？ 
□ 
コノ
● ● 
。？
朧
、 寄附
各
宗
本
山
寺
院
の
義
損
金
長
崎
及
び
フ
ラ
ン
ス
本
教
会
の
寄
附
金
》『社会学』第一六号より’
寄
附
同盟寺院の寄附
会
費
及
び
基
本
金
の
利
子
寄
附
下
谷
教
育
会
会
費
又
は
賛
助
員
の
義
務
金
(72）１２９ 
社会学伝来考
『社会学提綱』（明治別・８）、糾勵割勘．艀叫艀議論子署『社会学と政治完』（明治弱・加）、雛蕾枇瀞貯繩鰄部訳『社会学』（明治弱．、）などがある〕
日露戦争（明治師～同鍋）以前の社会問題や労働運動は、一部の知識人によって指導され、展開していった。とくに初期のころの労働運動は、
穏健な組合運動であったが、徐々にはげしさを増していった。その原因であるか、何んといっても困窮と生活不安であり、労働者を闘争へとむか
わせた。工場制工業がにわかに発展したのはよいが、物価が騰貴し、賃金はすえおかれたままであった。
そのため工場労働者は、組合を結成し、賃金の値上げを求めたが、雇用者側より拒否きれ、それがストライキへと発展した》それに対して官憲
は、明治一一一十三年〈’九○○）一一一月九日、”治安警察法“（法律第洲号）を、もって臨み、この法規によってすべての社会運動、組合運動への取締ま
論
文
－－－ 
は、明治一一一十三年〈｜坐
りが一段と強化された。
吾
・
浮
田
和
民
・
山
口
鋤
太
ら
の
著
述
活
動
か
顕
埜
べき、手堅い文献がいくつか生まれている、
は
自
然
の
勢
い
で
あ
っ
た
。
明治三十四年（一九○一）五月、安部磯雄、幸徳秋水、木下尚江、片山潜などの社会運動家は、「社会民主党」を結成したが即日禁止となった。
が、明治三十年前後の世相ははっきりせず、世の中が険悪になってゆくのは、日露戦争後、〃大逆事件〃（明治型）が起る前後という（布川、前掲
そ
れ
ら
は
わ
が
国
初
の
コ
ン
ト
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
書
舎
た
樋
口
秀
雄
の
『
社
会
学
小
史
全
』
（
明
治
必
．
且
つぎに明治期の社会学界について述べてみたい』
社会問題がいろいろとりざたされるようになると、読書界は社会主義とか経済学に関心をもつようになり、その結果書物が世間に出まわったの
明治期の社会学がいちばん栄えたのは、文献的にいって三十年代であり、学者としては岸本能武太・辰巳小次郎・遠藤隆吉・久松義典・建部遮
・浮田和民・山口鋤太らの著述活動が顕著である。日露戦争後の四十年代に入ると、量的にも社会学的業績はやや乏しくなる。しかし、特筆す
「社会学会」…………………明治豹～同ｎ．明治一一十九年（一八九六）一一一月、布川孫一によって創立され、加藤弘之、呉文聡、一二宅雪嶺などが参
明治一一十年代の後半から大正年間にかげて、学会、研究会、研究所、学院などが漸次つくられていった。それらは、つぎのようなものである。
、／卜のまとまった研究書を著した小林郁の
史
全
一
（
明
治
卿
・
８
）
で
あ
易
。
［存続期間］
『
コ
ム
ト
全
』
〈
明
治
型
・
型
と
か
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
社
会
学
通
史
を
執
筆
し
128（73） 
「日本社会学研究所」……明治抑～大正２明治四十年〈一几
し
、
社
会
学
の
宣
伝
や
普
及
に
つ
と
め
た
「日本社会学院」……：：：大正２～同廻大正一一年（一九一一一一）建部通苔によって創設され、米田注太郎ほか五ｃｃ名ほどか会員として参加した
機関誌として一日本社会学院年報』〈十巻）を刊行した
「日本社会学会」：：……：大正Ｅ～大正十一一年（一九一一一一一〉「日本社会学院」の後身下出隼吉、林恵海、今井時郎、戸田負一二らが参加〆事務
所を東大社会学研究室においた機関誌として『社会学雑誌一（大正旧～昭和５）、『季刊社会学．』（昭和６～同７年）、
．［ｌ函
一年報社会学』〈昭和８～岡川）、「社会学研究』（昭和的～同羽）、一社会学評論』（昭和弱～同泌〉などを刊行した
また明治一一一十五年〈一九Ｃ二）当時、本邦において社会学を教科の中に入れていた官学と私学についていえば、左記ｎようになる
この研究会か発足したとき、会長の加藤は登塘一して『社会学の研究いまだ進まず、今日にては社会学ははたして一つ
の科学なりや否やの問題すら決定せず」と述べ、本会は「社会を解剖し、その組織を知り、その活動する所以を研究せ
ざるべからず」と方針について語ったγ
統計学の専門家・呉文聡も増一上にあがると、「社会学はその根拠を統計学に霞かざれば半丈の価値なし」と喝破した
急日本・》明治別．Ⅱ．Ⅲ）
雑誌『社会』の表紙
加
し
た
機
関
誌
と
し
て
『
社
会
雑
誌
』
〈
ユ
ヶ
年
継
続
）
を
発
刊
、
こ
の
学
会
を
創
立
し
た
主
旨
は
、
社
会
学
の
学
理
と
社
会
問
題
と
を
講
究
す
る
た
め
で
あ
っ
た
二時事』明治孤・９．７）＆
（牡会闇題〉
「社会学研究会」……・……：明治例～同珊。明治一一一十一年〈一八九八）十一月、布川孫一、高木正
義らによって創設され、加藤弘之か会長となり、有賀長雄、坪内雄蔵、
呉文聡、片山満などが会員として参加々機関誌として》「社会』〈のち
一
社
会
学
雑
誌
』
と
改
題
〉
を
刊
行
し
た
講
演
と
研
究
会
を
隔
月
に
催
し
た
几ｃ七〉遠藤隆吉によって創設され、有賀、樋口などが参加し、公開講減会なし」を催
(74）１２７ 
社会学伝来考
高
輪
真
宗
本
派
大
学
林
…
…
岡
百
世
高等師範学校一………・…遠藤隆吉
哲
学
館
東
京
帝
国
大
学
文
科
…
…
…
建
部
迩
吾
早稲田専門学校…：…：：浮田和民
巣鴨大谷派大学林：……・樋口秀雄＄、
』
京
都
同
志
社
…
…
…
：
：
：
…
ロ
ン
ノ
ー
Ｉ
〔学校名］
［講師］
|社会学研究会」総会の
中央の人物は、会長
明袖の社会学は、幕末から明治十年前後の移植時代を経て二十年代の教育家・啓蒙家
らの活躍の時代に入り、ついで三十年代、四十年代には学説の移入紹介かおこなわれ、
社会学関連文献がさかんに公刊され、ここにおいて日本社会学は第一期の開花期を迎え
るのであ・る
ことに明治三十年代から大正十年前後にかけての日本の社会学界は、〃建部社会学〃
のひとり舞台の感があり、『普通社会学』〈前後四巻）の大著は、「二十世紀頭初の国際
的社会学文献の代表的箸述の一つＬと松本潤一郎は評してい易か、当時わが国で唯一の
体系的な研究書であった一一とは疑いない
一且，・・｛
しかし、内容のむずかしさ、読みつらさのせいか、流布本ではなかったという、
｝ばや？』罠（・
建部魅五口は、在任中「社会学は、一切の社会科学を包摂し、その上に位するものだ―
げ
入
よ
く
と
威
張
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
桑
木
厳
翼
〈
一
八
七
四
～
一
九
四
一
ハ
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
哲学者、東大教授）は、その哲学概論の講義のなかで、「社会学なんてものは成立しま
明治女学校高等科：。……布川孫一
126（75〉
、
、
、
、
、
、
、
みごと全会一致で否決されていた１．憤激した建部は、教授会に辞表をたたきつけて、郷里越後の横越村へ帰ってしまつ左建部の退職は、大
正十一年（一九一一一一）九月のことであり、その後昭和一一一年〈一九一一八）まで社会学科の陣容は、戸田貞一一一と今井時郎の両助教授、その下に藤田蔦
作、綿貫哲雄、竹下清郎の一一一講師によって構成されていった（「社会学会沿革七十五年概観」十一一頁）
退職後、建部が説えていたような、社会学を静学と勤学とに区別することも、純粋社会学と応用社会学とを対立させること‘も、徐々にはやらな
くなってきたついこの間まで社会学者として時めいていた建部、も、学者として通用するかどうか怪しい形勢に急転してしまった〉
明治一一一十年以前の東大の社会学は、〃外山時代“のそれであり、その後は〃建部時代〃か来るのだが、岼当時はまだ社会学の立場はろう間たるも
のでなかった社会学は誕生してみたものの、その周りには政治学・法律学・経済学・倫理学・宗教学・心理学などかとっくに、しっかりと根を
、
、
、
、
張り、社会現象をそれぞれの視点から研究していた社会学にはその一角に割り込むすき、Ｙｂなかった
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
Ｅ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
そこで社会学の地位を一挙に向上させ、他の社会科学をその一部門として隷属せしめ、支配しようとＩ‐）たところに建部の誤算があった建部か
去ったのちの東大社会学科の戸田助教授は、「かみそりのやうな神経と皮肉とで学生を悩ま」した一ロシア社会史を専攻する今井助教授は、戸田
とは反対に寛厚の好々人、綿貫講師は女子大で識ずると大いにもてそうなタイプ．藤田講師は「社会学よりも、その多難な人生の体験が与へたで
あらうところの理屈の巧妙さと、一風格をもつ性格とか、学生達をよろこばせ」たく大塚虎雄一学界新風景』天人社、昭和５．４〉〉藤田はのちに
，に人／、
大学教師をやめると、学校経営者になる、わたしはその〃私塾〃的な学校に学んだひとりなので、この短躯の人物についてよく知っており、いず
れ
改
め
て
言
及
す
る
つ
も
り
で
い
る
建部迦吾
「太陽ｊ第１２巻第９号
６）よ'1
明治３
せんだからわたしはそれを認めないＬとはっきり、根底から社会学の存在権を否定し、冷笑
してまわった（大塚虎雄｛学会新風景』天人社、昭和５．４〉、
デセいシミハ・
建部は、愛弟子の戸田貞一一一〈一八八七～一九五五、昭和期の社会学者、のち東大教授）を譜
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
師から助教授にするために、講座の増設を教授会に提出した」おとなしいだけの諸教授は、口
を
つ
ぐ
ん
だ
ま
ま
、
賛
否
に
つ
い
て
は
っ
き
り
も
の
を
い
わ
な
い
た
だ
桑
木
だ
け
は
、
い
つ
も
ぬ
よ
う
に
「しぶんは社会学を認めないのだからＬと、あらかじめ反対の意志表示を建部にしておいた
投
票
箱
か
開
か
れ
た
7６１２５ 
社会学伝来考
明治という時代の社会学の特徴は、総じて借りものの学問Ｉｉ社会学理論の移植にとどまり、本物の研究が生まれる余地がなかった．外国から
入る文献を手にし、ひたすら書斎に閉じこもり、机上のうえでそれを怪しい語学力でかじり読みし、その概要を私見をまじえて学生に語り、また
ときにそこに書かれているアイディアや思想を抜きとり、あたかも自分の創見のごとく発表しておればよかった』
か
き
ん
それでも解説者、紹介者として歓迎された、どんな学問についてもいえることだろうが、あらゆる学問の先駆者や開拓者の研究に暇斑（欠点）
があるのは当然である“けれど日本人の真価を発揮した、独創的な社会学研究の出現は、大正・昭和の時代にもとめねばならない」社会学が日本
人の学問として、その成果が現れるようになるのは、大正以降のことである、
、
、
いずれにせよ、明治期の社会学者と称》（（）れる人々は、テンポのはやい、社会学の歩みにおくれまいと、海外学説の送迎にいとまなく、またなま
、
、
、
、
くら教師は、十年一日の講義にお茶をにごした》これは、むかしもいま、ｖｂまったく変らない当時の学者は、けなげにも輸入学問の社会学にくら
いつき、その理論の移入紹介につとめた貢績は大いに評価できるとしても、まだまだ世界に通用する学者はすぐなく、ほんものの学者は払底して
ﾚコ
ズニ百百丁言百丁注
～－－～－－－－－､～－－～-－｡､－－ 戦
後
の
昭
和
二
十
五
年
（
’
九
五
○
）
か
ら
同
四
十
搾
っ
て
お
く
こ
と
も
あ
な
が
ち
無
意
味
で
は
あ
る
ま
い
』
０
 
こういった肉体労働者（親方から“若い衆“と呼ばれた〉は、つねに世間から言げすまれ、あなどられ、ときに白い眼でみられ、またときに恐れら
れた。体に入れ墨がある者が多く、ときたま背中にみごとな竜の彫り物をしている者もいて、町の銭湯に行くとよく目にした。
『読める年表・日本史』（自由国民社、平成七年一月）、八六五頁。
斉藤正一一「明治一一一十年代における日本社会学」（『社会学論議』ｚＰ設所収、日本大学社会学研究室、昭和四十一一年一二月）．
松原岩五郎『最暗黒の東京』（岩波書店．平成十七年十一月）、一八一一一頁を参照。
土工と土方は同義である．とくに土木工事において、土を掘ったり、運んだりするしごとに従う労働者をいう、わたしは当時のことは知らぬが、終
後の昭和一一十五年（’九五○）から同四十年（一八六五）ごろまでのかれらの生活の実態をよく知っている〕社会史のうえから、かれらについて語
田中家文書「秩父暴動雑記」（この一行は、『写真でみる秩父》
千鴫寿『国民党蜂起』（田原書房、昭和五十八年二月）、七頁》
『読める年表・日本史』（自由国民社、平成七年一月）、八六折
（この一行は、『写真でみる秩父事件』新人物往来社、昭和師年６月の五頁に引用されている）。
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わ
た
し
は
三
木
に
ま
っ
た
く
同
感
で
あ
る
．
も
の
を
書
く
人
間
は
、
だ
れ
に
で
も
わ
か
る
文
章
を
書
く
べ
き
で
あ
る
。
才
を
て
ら
い
、
わ
ざ
と
博
学
を
見
せ
つ
け
る
よ
う
な
難
解な文章は避けるべきである）読んでもらうことを第一義に考えた場合、やさしい文になるのが自然だからである．
や
ま
く
み
こ
」
崎
〈
＊＊山口孤剣（一八八一一一～一九一一Ｃ、旧姓福田、本名・義一二）は、明治十六年（’八八一一一〉四月十九日、山口県下関豊前田町ｎ呉服商福田伊助の一一一男に
生
ま
れ
、
徳
山
中
学
を
脚
気
の
た
め
に
三
年
で
中
退
し
、
上
京
後
「
東
京
政
治
学
校
」
（
自
由
党
代
議
士
・
松
本
君
平
の
私
塾
）
で
学
ん
だ
。
の
ち
本
郷
中
央
会
堂
で
宮
崎
湖
処
子
より洗礼をうけた。山口が社会主義者となる契機となったのは、明治一一一十一一一年の冬ごろ、松原岩五郎の『最暗黒の東京』（民友社、明治妬．、）をよん
だことによる⑧山口は単身『万年町や鮫ヶ橋の貧民窟の探訪に出かけ、そこでの下層民の悲惨な生活に心をうごかされた。明治一一一十七（’九Ｃ四）十月
三
木
は
「
だ
れ
に
で
も
分
か
る
、
わ
打
徒
』
第
八
巻
第
十
一
号
、
昭
和
９
．
ｍ
）
親
方
や
帳
付
け
は
、
印
半
纏
を
着
て
現
場
で
人
夫
を
ざ
も
い
た
か
ら
で
あ
る
＃
そ
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
て
も
、
『
『
東
京
大
学
文
学
部
社
会
学
科
沿
革
七
十
五
年
慨
観
わ
た
し
は
日
本
社
会
学
の
沿
革
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
・
に
面
白
く
よ
め
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
っ
た
鳧
エ
も
の
に
し
て
は
、
わ
り
と
理
解
し
や
す
い
も
め
も
あ
っ
た
。
昭和二十年代の賃金は、大工や左官にくらべて格段に低く、一日はたらいても、一一五Ｃ円から一一八（い）円、景気がよくなって来ても、一一一一一Ｃ円ほどし
夛
令
鰹
し
か
も
ら
え
な
か
っ
た
、
か
れ
ら
の
多
く
は
人
生
の
失
敗
者
、
社
会
の
落
伍
者
、
運
に
見
放
さ
れ
た
人
々
で
あ
っ
た
』
毎
日
ン
ヤ
ベ
ル
や
鵺
噛
を
に
ぎ
り
、
工
事
現
場
で
懸
命
に
は
肚宇一空色
｛
ぜいり
たらき、日暮れどきに飯場にもどり、夕飯のときに焼酎をのみ、明日への鋭気を養うのがつれであった（｜ときどき他所の飯場と出入（けんか）や仲間
との暴力事件などが起った、その経歴はまちまちであった“１１もと職業軍人（将校）、シベリア帰りの兵隊、特攻隊員、ヤクサ、テキヤ、ボクサー、
サラリーマン、学生くずれ、逃亡中の犯罪者、農夫、職人、調理人などである、こういった労働者を使うのが親方（〃おやじ”〉と呼ばれる人間であり、
元ヤクザが多かった。その下にいたのは、〃帳付け“とか〃世話役〃と呼ばれる役付の者であり、学校出が多かった□かれらは、親方の代りをつとめ
大正から昭和期にかけてのわが国の代表的な哲学者であった一一一木清一一八九七～一九四五）は、社会学の本をよむのが割りあい好きで、よくよんだ
と
い
っ
て
い
る
、
け
れ
ど
「
い
っ
た
い
に
日
本
の
社
会
学
者
の
本
は
、
じ
っ
き
い
読
み
に
く
く
て
困
る
」
と
語
っ
て
い
る
》
難
解
な
哲
学
書
を
読
み
抜
い
て
頭
の
ほ
う
も
ほ
と
ん
どできていた、一一一木のすぐれた頭脳をもってしても、ときによくわからぬ社会学書もあったようだ（
三
木
は
「
だ
れ
に
で
も
分
か
る
、
わ
れ
わ
れ
に
も
役
に
立
つ
よ
う
な
本
が
出
来
る
こ
と
は
ひ
じ
ょ
う
に
望
ま
し
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
る
（
「
社
会
学
座
談
会
」
『
社
会
学
る責任者である’
夕
し
る
し
侭
Ａ
て
ん
印半纏を着て現場で人夫を茎」しずしていた』ときどき警察が人の出入りを調べに来ることがあった。出獄人や保護観察中の人間
そ
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
て
も
、
み
ん
な
明
る
か
っ
た
よ
う
に
思
う
》
よ
く
み
だ
ら
な
話
を
し
て
い
た
、
…
…
社会学科沿革七十五年概観』（東京大学文学部社会学研究室、昭和二十九年八月）、四四頁、
一学の沿革を書くにあたって、いやが応でも、明治期の社会学について、多くの日本文献に月を通憂」ざづく》をえなかったが、ひトレよう
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
っ
た
、
中
に
は
祈
祷
師
の
呪
文
の
よ
う
に
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
も
の
が
あ
り
、
そ
う
か
と
思
う
と
、
古
い
時
代
に
書
か
れ
た
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社会学伝来考
撰文は堺利彦（一八七Ｃ～一九一二一一一、社会主義者〉による。（『近代婦人問題名著選集第一一巻』〈日本図書センター、昭和訂・３）の岩井サチ子の
「解説」と『大逆事件と『熊本評論』〈一一一一誓房、昭和価．Ⅳ）の「人物群像」を参照）。
なお第六章の執筆にあたっては、つぎのような請書を一部参考にした〉清原貞雄箸『明治時代思想史』（大鐙閣発行、大正、。Ⅳ）、『明治文化全集
第六巻社会篇』（日本評論社、昭和４．２）、『明治大正史ｌ言論篇』（朝日新聞社、昭和５．川）、加田哲二箸『近代日本社会成立史』（文元社、昭
和別，７）、『明治文化史５学術編』（洋々社、昭和羽・望、日置昌一箸『文化大年表第五巻』（大蔵出版株式会社、昭和訓・７）、『明治文化史Ⅱ
社会経済編』（洋々社、昭和刈・８）、『図説日本文化史大系、明治時代』〈小学館、昭和孤・９）、朴疏華共著『研究日本史』〈清水書院、昭和
孤・９）、『図説日本文化史大系、大正昭和時代』（小学館、昭和兜・９）、井上光貞著一日本史』（学生社、昭和弧・５）、安藤達朗著『大学への
日本史』（研文書院、昭和侶・９）、『コンサイス世界年表』〈一一一省堂、昭和別．、）、『新日本史主題史年表』（清水書院、昭和Ⅲ・３〉、『年表式日本
史小事典』（文英堂、昭和侃・３〉、『読める年表・日本史》（自由国民社、平成２．川）。
「
孤
剣
君
本
姓
〈
福
田
実
名
〈
義
一
一
一
下
ノ
関
か
産
出
シ
タ
ル
最
大
最
初
ノ
社
会
主
義
者
熱
血
熱
涙
能
文
雄
弁
大
正
九
年
九
月
一
一
日
没
ス
年
一
一
一
十
八
十一一一周忌一一際シテ此ノ墓ヲ建シ」
より翌年一月にかけて、同郷の小田頼造とともに”平民新聞・社会主義書類“と白地に染め抜いた”赤い箱車“を奥いて、社会主義の伝道行商をおこ
なった。時に二十一一歳。山口は生前、筆禍事件や市電値上げ反対運動でたびたび起訴投獄された？
大逆事件後は、新聞・雑誌記者をして生計をたてたが、病いをえて大正九年（一九一一Ｃ）九月一一日、妻の郷里宇和島鎌原通八番地で病没したく田中
英夫箸『山口孤剣小伝』〈花林書房、平成焔・３）、墓は下関市西神田の市営墓地にあり、墓の背面につぎのような碑銘が刻まれている．
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